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21 年 1 月 20 日

平成 20 年 12 月 15 日 平成 21 年 1 月 21 日

20 年 10 月 14 ▼

17 年 5 月 1

2

16 15 人， 1 人， 15.3 人 ▼

0 有( ○ 無

0 有( )円 ▼

○ 無

20 年 10 月 14

▼

年齢 平均

▼

指定 あり

指定 なし

届出 なし

加算 あり

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）利用者人数

開設年月日

【質向上への取組状況】

名

名

女性

高

法人名

（２）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

人

（３）利用者の概要

(入居一時金含む)
0

円

日

人

常勤換算

医療連携体制加算

指定認知症対応型通所介護

短期利用型共同生活介護

家族会を、お花見、花火大会、クリスマス会とあわせて年３回開催してい
る。参加する家族の数が年々増えている。来訪時に口頭で伝えたり、電話連
絡をしたり、「ホーム便り」を作成するなど、普段の生活の様子をこまめに
報告することで、家族とホームとの間に信頼関係が築かれている。

設立時より地域との関係が築けており、町内の防災訓練にも参加している。
利用者は玄関のベンチに座り、ホーム前を通る顔なじみの住民との会話を楽
しむなど、日常的に交流がある。

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）（４）他に事業所として指定等を受けている事業及び加算

歳

要介護２

要介護４

［認知症対応型共同生活介護用］（別表第１の３）

有りの場合
償却の有無

看護師が毎朝の健康チェックを行い、また血液検査の結果と既往症を考慮し
て、各利用者に合わせたカロリー制限や塩分調整を行っている。

管理者は、自己評価と外部評価の意義を職員会議で説明している。外部評価
の結果は運営推進会議で取り上げる予定である。

運営推進会議では、ホームの現状を説明し、利用者、家族、地域の方や行政
職員と情報交換をしている。回を重ね、出席者とホームの距離感が縮まり、
行事の開催時には好意的な援助が得られ、ホーム運営が円滑に行なわれてい
る。または1日当たり 1,200

平成

指定介護予防認知症対応型共同生活介護

要介護３

要介護５

0

0

0

0食材料費

歳低

前回評価での主な改善課題とその後の取組、改善状況（関連項目：外部4）

ユニット数

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）職員数

家賃（平均月額）

ユニット

保証金の有無

敷　　　　金

0

3870104878

グループホーム　優輝

所在地

愛媛県社会福祉協議会　利用者支援班

愛媛県松山市持田町三丁目8－15

管理者

事業所番号

事業所名

所在地

１．　評 価 結 果 概 要 表

【評価実施概要】

上岩 茂
松山市北斎院町４７６番地１

【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】
作成日　平成

有限会社　ファイン・ケア・サービス

『利用者第一』と考える管理者と職員に囲まれ、利用者は日々の生活を楽しみな
がら穏やかにいきいきと暮らしている。管理者（＝運営者）は、高齢者福祉に情
熱を持って取り組んでいる。問題点を迅速に処理し、利用者、家族、職員、近隣
住民や行政職員からの信頼を得ている。職員は利用者の『自分でする』ことを見
守り、【役割を果たす・できることの喜びを感じられる】生活が送れるよう配慮
している。６か所の協力医療機関と出張リハビリテーション、職員による運動等
を実施し、利用者の健康に留意している。周辺は鯉の泳ぐ川、花見や盆踊りので
きる公園、田園、紅葉の楽しめる山など自然があふれ、ホームの窓からも季節と
開放感が感じられる。

評価機関名

84 74

訪問調査日

（１）組織概要

【情報提供票より】

評価確定日

（平成

要介護１ 名

名

要支援２

8

歳

名

名

93

0

27

1

名

名

0

円

円

円

円

18

（平成

2 16男性 名

円

)円

（電 話） 089-972-8810

日事業所記入）

18利用定員数計

15,000

0

日事業所記入）

常勤 非常勤

朝食

夕食

昼食

おやつ

37,000 その他の経費(月額) 円
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営
１．理念の共有

２．地域との支えあい

３．理念を実践するための制度の理解と活用 　●　　「取組みの事実」は必ず記入すること。

４．理念を実践するための体制

５．人材の育成と支援

  ※用語について

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント   ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含む。
１．一人ひとりの把握
２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し
３．多機能性を活かした柔軟な支援
４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
１．その人らしい暮らしの支援

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

　Ⅴ．サービスの成果に関する項目

（別表第１の２）

自己評価及び外部評価結果表

評価完了日

上岩　茂

平成 20 年

記入者（管理者）

氏　名

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議の上記入すること。

　●　各自己評価項目について、「取組みの事実」を記入し、取組みたいに※を付け、適宜
        その内容を記入すること。

10 月 14 日

(ユニット名）

事業所名　

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含む。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含む。

グループホーム優輝

1Ｆ　ユニット

 

  ホップ 職員みんなで自己評価!
   ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!
     ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

　　　－サービス向上への３ステップ－
　　　“愛媛県地域密着型サービス評価”
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
経営理念に【地域に貢献出来る会社を目指す】を明記
し、地域から何かをしてもらうだけでなく、私達も地域
のために貢献出来ることを実施していく方針を立ててい
る。地域貢献の一環として【まもるくんの家】にも登録
している。また、AEDを設置し、入居者さんだけでな
く、町内でも使用して頂けるよう周知している。

(外部評価)
ホームは、利用者が一個人として、また地域住民のひと
りとして、安心・安全に生活することが も重要と考え
ている。職員は、利用者が「ここでの生活を楽しむ」と
いう運営理念のもと介護にあたっている。

(自己評価)
優輝の運営理念は、会社側が作ったものでなく、職員さ
んに、【どんなグループホームにしていきたいと思って
いますか】というアンケートを実施し、職員さんの意見
や思いを集約したものになっている。また日々、運営理
念の実践に向けて、ケアの質の向上に取り組んでいる。

(外部評価)
管理者は、職員に「利用者と家族のことを第一に考え、
良識ある社会人として行動すること」を求め、「利用者
と家族を第一に考え、職員が働きやすい職場を提供する
こと」を自らに求めている。管理者と職員は、お互いの
考えを確認しながら利用者の生活を守るため尽力してい
る。

(自己評価)
ご家族や地域の代表者などが出席している運営推進会議
において、ホームの理念や方針などを理解していただけ
るよう報告し、お伝えしている。また、日々の活動につ
いても、家族通信などを通して、ご家族や地域の代表の
方などに、理解していただけるよう取り組んでいる。

優輝にＡＥＤがあり、公園などで使用してもいいこと
を、町内の方に周知する方法として、地域の防災訓練に
も取り入れてもらっている。

0 0

0
社内研修でも、理念について講習を行い、職員一人ひと
りの理解を深めている。

自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 票　　　  　  　　　　　　【セル内での改行は「Alt+Enter」です。】

03

0 0

○家族や地域への理念の浸透
　事業所は、利用者が地域の中で暮らし続
けることを大切にした理念を、家族や地域
の人々に理解してもらえるよう取り組んで
いる

0

2

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

1

2

1

0

（別表第１）

○地域密着型サービスとしての理念
　地域の中でその人らしく暮らし続けるこ
とを支えていくサービスとして、事業所独
自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み
　管理者と職員は、理念を共有し、理念の
実践に向けて日々取り組んでいる
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
目の前の公園へのお出かけや、近隣の散歩を日常的に
行っており、地域の方とのふれあいを大切にしている。
また、玄関のベンチでいる時などに、通りがかりの方
に、こちらから挨拶をするようにしている。

(自己評価)
毎年、町内盆踊り大会に参加させていただいている。ま
た、毎年行っている公園での優輝のお花見には、住民の
方にも、案内を行い、自由に参加して頂いている。

(外部評価)
ホーム前の公園で催される町内の盆踊りや秋祭りに参加
している。ホーム主催のお花見に生バンドや水軍太鼓を
招き、地域住民にも参加してもらえるよう案内してい
る。地域の公園の掃除当番も担当し、また行事に限ら
ず、散歩途中に声をかけ合う等の交流ができている。

(自己評価)
目の前の公園で、不審者の遭遇や事故による怪我が発生
した場合、地域の住民の方がいつでもホームに駆け込ん
でいただけるよう、【まもるくんの家】に登録してい
る。また、町内の方に、その事を地域コミュニティ新聞
にて、周知している。

(自己評価)
自己評価及び外部評価の結果、改善が必要な問題につい
て、職員参加型の問題解決プロジェクトを立ち上げ、
日々改善に向けて努力している。プロジェクトの結果、
すでに改善が行えた問題もある。

(外部評価)
管理者と職員は、評価の改善点を自分たちの力で、ある
いは外部の情報を収集しながら対処している。職員はそ
の過程で得た知識や経験を利用者への介護に役立ててい
る。

0 0

0

0

今年からＡＥＤも設置したので、公園などで町内の方も
利用できるよう、周知している。

6

4

0

0

○事業所の力を活かした地域貢献
　利用者への支援を基盤に、事業所や職員
の状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮
らしに役立つことがないか話し合い、取り
組んでいる

0

○隣近所とのつきあい
　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもらえ
るような日常的なつきあいができるように
努めている

7

３．理念を実践するための制度の理解と活用

5

２．地域との支えあい

3

4

○地域とのつきあい
　事業所は孤立することなく地域の一員と
して、自治会、老人会、行事等、地域活動
に参加し、地元の人々と交流することに努
めている

○評価の意義の理解と活用
　運営者、管理者、職員は、自己評価及び
外部評価を実施する意義を理解し、評価を
活かして具体的な改善に取り組んでいる

0 0

0 0
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
これまでに15回運営推進会議を開催しており、ホームの
活動や方針について報告させていただいていると共に、
ホームで抱えている各種問題点について、参加者の方に
も一緒に考えていただく、問題討議型の会議の運営を
行っている。その際、参加者から出た意見やアドバイス
を、サービス向上のために活かしている。

(外部評価)
ホームの現状説明を行うことにより、地域の方や行政職
員の協力を得られるようになっている。ホームは【まも
るくんの家・ＡＥＤ設置・運営推進会議の開催の様子】
など、地域に関わる事柄については、町内全戸配布の新
聞を発行している。

(自己評価)
市の開催している講習会や説明会には出来るだけ参加す
るようにしている。また、今年度から始まった、地域包
括支援センター・介護サービス事業者実務担当者連絡会
にも、毎回出席している。

(外部評価)
管理者は、市担当課やグループホーム連絡協議会などと
連絡を密に取り、ホームの現状を説明したり、情報を得
ている。

(自己評価)
職員さんにも社内研修や社外研修の参加にて、権利擁護
の勉強が出来るよう取り組んでいる。また、愛媛県社会
福祉士会の成年後見制度担当者との交流を通し、協力・
連携体制を整えている。

(自己評価)
職員がいつでも閲覧できるところに、身体拘束の具体例
をカードに入れて置いている。また虐待や身体拘束は禁
止されている旨の周知を図っている。

8

9

5

11

0

0

○市町村との連携
　事業所は、市町村担当者と運営推進会議
以外にも行き来する機会をつくり、市町村
とともにサービスの質の向上に取り組んで
いる

0

○権利擁護に関する制度の理解と活用
　管理者や職員は、地域権利擁護事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、必要な人に
はそれらを活用できるよう支援している

0

○虐待の防止の徹底
　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内で虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めている

0

10

0

○運営推進会議を活かした取り組み
　運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について報
告や話し合いを行い、そこでの意見をサー
ビス向上に活かしている

0

0

0

6

第１５回より、松山市社会福祉協議会の方にも参加して
頂けるようになった。

0

0
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
入居前のご家族との契約時に、ホームの方針や理念、取
り組んでいる活動や契約の内容などについて、十分に説
明を行っている。また、ご家族への説明が必要な事柄に
ついても、事前に十分な説明を行うと共に、不明な点や
質問等にも、お互いが納得できるよう努力している。

(自己評価)
玄関に意見箱を設置し、いつでも気軽に意見を出せるよ
うにしている。

(自己評価)
入居者さんの健康状態や生活の様子などは、面会や行事
への参加時などに報告させていただいている。特に病院
受診の事については、その都度事前のお知らせや結果の
報告を行っている。また【家族通信ほのぼの】にて入居
者さんの様子を、【優輝新聞にじの架け橋】にて会社の
取り組みについて毎月ご家族へ報告している。

(外部評価)
毎月、カラー写真付きの４ページにわたる「ホーム便
り」と「社内新聞」を家族に配布して、ホームでの生活
の様子を伝えている。病院受診の前後には必ず電話で報
告し、また、利用者のお金を使う楽しみを実現させるた
め、預かり金取扱規程を作っている。

(自己評価)
運営推進会議にて、ご家族さんの意見等を言っていただ
き、改善や取り組みが出来るよう、努力している。ま
た、苦情が発生した場合は、臨時のカンファレンスを開
催したり、申し送りノートに記載して再発防止に努めて
いる。

(外部評価)
意見箱を設けたり、苦情受付の第三者機関を重要事項説
明書に明示している。家族がいつでも気軽に訪問できて
自由に意見が言えるよう、職員は丁寧な対応を心がけて
いる。

15

14

12

４．理念を実践するための体制

7

○家族等への報告
　事業所での利用者の暮らしぶりや健康状
態、金銭管理、職員の異動等について、家
族等に定期的及び個々にあわせた報告をし
ている

○運営に関する家族等意見の反映
　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

0 0

8

今年度、金銭管理規定を定めた。

0 0

0 0

13

0

0 0

0 0

○契約に関する説明と納得
　契約を結んだり解約をする際は、利用者
や家族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映
　利用者が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
職員さんと管理者が一緒に取り組む、問題解決プロジェ
クトなどや毎月のケアカンファレンスなどを通し、職員
さんから気軽に意見が出せるよう配慮している。また出
た意見や提案に対し、早期実現に向けて努力している。

(自己評価)
柔軟な対応に向けた勤務調整を行えている。緊急時や利
用者さんの状態の変化にも対応できている。

(自己評価)
常に職員さんが働きやすい環境を構築するため、会社と
しても全力で取り組んでいるが、家庭の事情や業務不適
などでやむを得ず退職した職員さんがいる。

(外部評価)
職員と利用者の顔なじみの関係を大切にするため、ユ
ニット間の職員異動はない。離職があった場合は可能な
らば新旧職員が重複勤務しており、管理者は業務シフト
に入っていないため、利用者のフォローに努めている。

(自己評価)
新入社員研修のプログラムを、プロジェクトの成果とし
て作成しており、約3ヶ月を掛けて新人研修を行ってい
る。また、社内研修を月1回のペースで開催しており、
職員さんの出席率も高い。また、社外からの研修案内を
職員さんに開示して、希望により研修に参加できるよう
配慮している。

(外部評価)
職員は、研修案内から自分の希望するものを選んでい
る。受講費用は全額運営法人負担とし、職員が参加しや
すいように配慮している。研修後は職員会議で発表した
り、習得した知識や感想を「社内新聞」に掲載して、家
族にも報告している。

9

19 10

18

○職員の異動等による影響への配慮
　運営者は、利用者が馴染みの管理者や職
員による支援を受けられるように、異動や
離職を必要 小限に抑える努力をし、代わ
る場合は、利用者へのダメージを防ぐ配慮
をしている

○職員を育てる取り組み
　運営者は、管理者や職員を段階に応じて
育成するための計画をたて、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

0 0

0 0

0
今年度は、ＡＥＤの設置を始め、入居者さんの急変時の
対応・訓練に力を入れている。

0 0

※

今では、病気や出産、結婚退職など、やむをえない事情
の退職がほとんどであるが、職員の退職等に関わる入居
者さんへのダメージを 小限度に押さえる方法について
検討していきたい。

17

○柔軟な対応に向けた勤務調整
　利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟
な対応ができるよう、必要な時間帯に職員
を確保するための話し合いや勤務の調整に
努めている

○運営に関する職員意見の反映
　運営者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

16 0 0

５．人材の育成と支援
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
管理者は、愛媛県グループホーム連絡協議会の幹事をし
ており、相互研修などの機会を通し、同業他社との交流
に力を入れている。また、松山市社会福祉協議会や地域
包括支援センター主催の勉強会に職員が出席して、地域
の同業者との交流を行っている。

(外部評価)
他のグループホームとの交流研修を、参加する職員を変
えながら複数回行っている。また、高齢者福祉に詳しい
講師を招いた社内研修等を行うこともある。

(自己評価)
会社として、職員さんが気持ちよく働ける環境の構築に
力を入れており、待遇面の改善や懇親会などの開催も
行っている。

(自己評価)
半年に1回、自分の仕事についてのたな卸しをしてくだ
さいと、自己評価の機会を作って、自分の仕事について
評価できるシステムを作っている。その際、給与面など
の待遇についても、自分の考えを会社に伝える手段を設
け、会社が適切な評価が出来るよう取り組んでいる。

(自己評価)
入居前に利用者本人から、こういう生活をしていきたい
などの希望・要望や、困っていること、不安な点に思っ
ていることなどについて、話を伺い、受け止めるように
している。

(自己評価)
入居前にご家族さんからも、こういう生活をさせて欲し
いなどの希望・要望や、困っていること、不安な点に
思っていることなどついて、話を伺い、受け止めるよう
にしている。

0

0

○同業者との交流を通じた向上
　運営者は、管理者や職員が地域の同業者
と交流する機会を持ち、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みを
している

23

○初期に築く本人との信頼関係
　相談から利用に至るまでに本人が困って
いること、不安なこと、求めていること等
を本人自身からよく聴く機会をつくり、受
けとめる努力をしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

20 11

0

024

○初期に築く家族との信頼関係
　相談から利用に至るまでに家族等が困っ
ていること、不安なこと、求めていること
等をよく聴く機会をつくり、受けとめる努
力をしている

21

○職員のストレス軽減に向けた取り組み
　運営者は、管理者や職員のストレスを軽
減するための工夫や環境づくりに取り組ん
でいる

今後も適正評価を心がけていきたい。22

○向上心を持って働き続けるための取り組
み
　運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を
持って働けるように努めている

0

0 0

※
今後も、職員さんのストレス軽減のための対策を継続し
ていきたい。

0 0

8 愛媛県社会福祉協議会　利用者支援班



愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
相談時に利用者本人とご家族が必要としていることを見
極め、支援していくよう努力している。また、リハビリ
など他のサービス利用についても、相談に乗り、必要な
サービスが受けられるよう努力している。

(自己評価)
利用者本人が安心して納得した上で、サービスが受けら
れるよう、本人の意欲や言葉などから、状態を確かめな
がら、徐々にサービスを利用出来るように配慮してい
る。また、問題点があれば、ご家族に相談しながら、解
決に向けて適切な対応を心掛けている。

(外部評価)
現在は、入居中の利用者を担当していたケアマネジャー
からの紹介が多い。入居時には利用者及び家族にホーム
の説明を行い、情報を交換して入居を決定している。

(自己評価)
自立支援プロジェクトにより、利用者本人さんの【自分
で出来る・自分で選べる】を基本に、職員と共に生活に
おける役割の行動を行うことで、自立支援の取り組みを
行っている。また、入居者さんの喜びを私達の喜びとし
て共感できることを理念とし、毎日の生活で喜怒哀楽を
共にしている。

(外部評価)
散歩中や料理の下ごしらえ中など、利用者に寄り添った
介護をしている時に昔話や調理方法などを教えてもらう
ことが多い。

(自己評価)
家族支援プロジェクトを通し、ご家族さんから信頼され
るための取り組みを行っている。また、ご家族さんへ、
利用者さんのホームでの様子やホームの取り組みなどの
情報提供を行い、信頼関係を深めて、協力していただけ
るよう努力している。

0 0

0

26 12

27

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

13

0 0

0 0

○本人と共に過ごし支えあう関係
　職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共
にし、本人から学んだり、支えあう関係を
築いている

○馴染みながらのサービス利用
　本人が安心し、納得した上でサービスを
利用するために、サービスをいきなり開始
するのではなく、職員や他の利用者、場の
雰囲気に徐々に馴染めるよう家族等と相談
しながら工夫している

0

今後も、ご家族との信頼関係を深める努力をしていきた
い。

28

○本人を共に支えあう家族との関係
　職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を
支えていく関係を築いている

0

25

○初期対応の見極めと支援
　相談を受けた時に、本人と家族が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

0 0
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
家族の問題に立ち入ることは出来ないが、ご家族に利用
者さんの日々の様子などの情報提供を通し、より良い家
族関係が築いていけるよう支援している。

(自己評価)
行きつけの病院などを、継続して利用出来るよう努力し
ている。また、今までに培ってきた人間関係を継続でき
るよう支援している。

(自己評価)
利用者さん同士の関係を把握して、共に出来ることや助
け合いながら出来ることを支援し、孤立しないよう配慮
している。また、利用者さんの希望により、仲良しの方
との一緒の入浴や散歩などにも取り組んでいる。

(自己評価)
入院などでやむを得ず退所になった場合も、病院へお見
舞いに行ったり、ご家族さんにお会いする機会があった
場合は、近況を話し合ったりしている。

(自己評価)
一人ひとりの思いや希望、意向などの把握に努めてい
る。希望に添えないなど実現が困難な場合には、ケアカ
ンファレンス等で、本人の立場に立って考え、話し合い
を行い、利用者本人にとって、一番いい方法を導き出す
よう努力している。

(外部評価)
１日の基本的な流れはあるが、柔軟に利用者の意向にそ
えるよう努めている。利用者が不安を訴える場合には、
利用者の言葉だけでなく表情や毎日の暮らしぶりなどを
職員間で情報共有しながら対応している。

32

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

1433

0 0

0 0

○関係を断ち切らない取り組み
　サービス利用（契約）が終了しても、継
続的な関わりを必要とする利用者や家族に
は、関係を断ち切らないつきあいを大切に
している

0

○思いや意向の把握
　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意
向の把握に努めている。困難な場合は、本
人本位に検討している

0

近、うさぎの飼育を始めた。うさぎとのふれあいを通
し、利用者さん同士の交流が深まっている。

0

31

○利用者同士の関係の支援
　利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるように努めている

0

30

○馴染みの人や場との関係継続の支援
　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支援
に努めている

0

29

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援
　これまでの本人と家族との関係の理解に
努め、より良い関係が築いていけるように
支援している

0
面会時に、利用者さんの日頃の様子を、ご家族にお伝え
するようにしている。
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
入居時に利用者本人やご家族から聞いたり、入居後も本
人やご家族との会話の中で、理解し把握するように努力
している。また、他の職員さんにも知っておいて欲しい
ことは、【個人ノート】に記録し、情報の蓄積が出来る
体制を整えている。

(自己評価)
朝の健康観察は看護部が行っており、いつもと違う様子
は無いかの早期把握に努めている。また、その日の健康
状態・活動の様子を見て、出来ること出来ないことを把
握し、職員間で情報交換や申し送りを行い、適切な支援
が出来るよう努力している。

(自己評価)
介護計画作成時には、利用者本人やご家族から、希望や
意見を聞き、適切な介護計画の作成に努めている。ま
た、ケアカンファレンスを通し、職員間でも情報交換を
行い、意見を集約した介護計画になるようにしている。

(外部評価)
月１回、夜勤者を除く全職員出席で各ユニットで会議を
行い、一人ひとりの利用者について話し合っている。利
用者や家族の意見、かかりつけ医の指示やリハビリテー
ションの進度などを考慮し、１か月ごとの支援目標を立
てている。

(自己評価)
毎月のカンファレンスでの話し合いの内容を元に、毎月
介護計画の微調整を行っている。それ以外にも利用者本
人の体調や行動に大きな変化が起こった際は、適時介護
計画の見直しを行っている。その際、利用者本人やご家
族の希望及び必要な関係者とも連絡を取り合い、適切な
介護計画になるよう努力している。

(外部評価)
介護計画は要介護認定時に作成している。１か月ごとの
支援目標を設定し、１日ごとのケアチェック表を作成し
ている。全職員で話し合い、利用者の担当職員が評価を
記録している。心身状態の急変時には介護目標変更を
行っている。

○チームでつくる利用者本位の介護計画
　本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な関
係者と話し合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映した介護計画を作成している

37 16

15

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

36

0 0

0 0

○現状に即した介護計画の見直し
　介護計画の期間に応じて見直しを行うと
ともに、見直し以前に対応できない変化が
生じた場合は、本人、家族、必要な関係者
と話し合い、現状に即した新たな計画を作
成している

0 0

0 0

○これまでの暮らしの把握
　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用の
経過等の把握に努めている

0 0

0 0

○暮らしの現状の把握
　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状を総合的に把握する
ように努めている

34

35
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
日々の様子やケアの実践などについては、経過総合記録
に記入し、職員間で情報を共有し、介護計画の見直しな
どに活用している。

(自己評価)
多機能施設でないため、多機能性を活かした支援は行え
ないが、外部の関係機関等の協力により、個別リハビリ
やボランティアなど外部サービスを利用出来るよう、柔
軟な支援を行っている。

(外部評価)
出張美容や出張魚屋、保育園児の訪問など、外出が困難
な利用者もホーム内で気分転換や楽しみを持てる企画を
立て、実践している。

(自己評価)
防災訓練や救命救急訓練などを、地域の消防署や町内会
などの協力を得ながら取り組んでいる。また運営推進会
議には地域及び地区の民生委員さんに出席していただ
き、情報交換などを行う中で、協力体制を整えている。

(自己評価)
作業療法士による個別リハビリなど、他のサービスも利
用出来るよう支援している。

(自己評価)
運営推進会議にも出席していただいており、情報交換な
ど協力体制を整えている。

38

３．多機能性を活かした柔軟な支援

○事業所の多機能性を活かした支援
　本人や家族の状況、その時々の要望に応
じて、事業所の多機能性を活かした柔軟な
支援をしている

0

1739

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

40

0

0

0 0

42

○地域包括支援センターとの協働
　本人の意向や必要性に応じて、権利擁護
や総合的かつ長期的なケアマネジメント等
について、地域包括支援センターと協働し
ている

0

○地域資源との協働
　本人の意向や必要性に応じて、民生委員
やボランティア、警察、消防、文化・教育
機関等と協力しながら支援している

41

○他のサービスの活用支援
　本人の意向や必要性に応じて、地域の他
のケアマネジャーやサービス事業者と話し
合い、他のサービスを利用するための支援
をしている

0 0

0 0

○個別の記録と実践への反映
　日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる

0 0
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
利用者本人及びご家族さんの希望を大切にして、納得さ
れて適切な医療が受けられるよう支援している。ご家族
による病院受診時も、ホームでの様子が分るよう情報提
供している。

(外部評価)
利用者と家族は、入居前からのかかりつけ医とホームの
協力医療機関を入居時に選択している。６つの医療機関
と協力関係を結び、職員には看護師もいる。警備会社と
契約し、２４時間体制で利用者の安心、安全を守ってい
る。

(自己評価)
かかりつけの病院を通して、専門の医師の協力を得られ
るよう体制を整えている。

(自己評価)
看護部体制をとっており、正看護師が入居者全員の健康
管理を行い、病気の早期発見・早期治療に繋げている。
またかかりつけの病院の医師の往診時には、必ず職員が
立会い、正確に症状をお伝えし、適切な治療のための支
援が出来ている。

(自己評価)
入院した際は、病院関係者との情報交換を行い、早期退
院のための支援を行っている。また、日頃から主治医と
は連絡を密にして、急変時の対応などにも協力していた
だけるよう関係を築いている。

(自己評価)
ターミナルケアの指針と、ホームで出来ること出来ない
ことなどを明記した承諾書を作成しており、ご家族の希
望や必要に応じて、対応が出来る体制を整えている。

(外部評価)
入居の際に、看取りについて本人及び家族に説明してい
る。看取りの経験もあるが、経験のない職員は研修や経
験談を通じて学習し、知識の共有化を図っている。

47 19

46

43

○認知症の専門医等の受診支援
　専門医等認知症に詳しい医師と関係を築
きながら、職員が相談したり、利用者が認
知症に関する診断や治療を受けられるよう
支援している

0

0 0

○重度化や終末期に向けた方針の共有
　重度化した場合や終末期のあり方につい
て、できるだけ早い段階から本人や家族等
ならびにかかりつけ医等と繰り返し話し合
い、全員で方針を共有している

0

○早期退院に向けた医療機関との協働
　利用者が入院した時に安心して過ごせる
よう、また、できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備
えて連携している

00

0

0 0

0

○看護職との協働
　利用者をよく知る看護職員あるいは地域
の看護職と気軽に相談しながら、日常の健
康管理や医療活用の支援をしている

44

45

0 0

18

0 0

○かかりつけ医の受診支援
　本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
ターミナルケアについては、必要に応じて、ご家族や主
治医・看護師の立会いの下、今後のケアの方針などにつ
いて話し合い、納得した上で支援が出来る体制を整えて
いる。また1例ではあるが、ホームにての看取りの経験
がある。

(自己評価)
住み替えの際、ご家族や関係者との話し合いや情報交換
を行い、住み替えによるダメージを 小限度に留める努
力をしている。

(自己評価)
一人ひとりにあった言葉かけを行っている。また、排泄
や更衣、入浴などの際のプライバシーの配慮や、声掛け
のタイミングなどについても、自尊心を尊重した配慮を
行っている。また1例ではあるが、一人でトイレが出来
ない入居者さんのために、座位保持のための手摺を設置
したケースもある。

(外部評価)
職員は、利用者に細やかな心配りをしながら対応してお
り、誰もが気持ちよく過ごせる雰囲気がある。

(自己評価)
利用者さんの【自分で出来る・自分で選べる】ことを尊
重した、自立支援のケアを心掛けている。職員の立場か
らではなく、利用者さんの立場に立ったケアに取り組ん
でいる。

○重度化や終末期に向けたチームでの支援
　重度や終末期の利用者が日々をより良く
暮らせるために、事業所の「できること・
できないこと」を見極め、かかりつけ医と
ともにチームとしての支援に取り組んでい
る。あるいは、今後の変化に備えて検討や
準備を行っている

0

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

○プライバシーの確保の徹底
　一人ひとりの誇りやプライバシーを損ね
るような言葉かけや対応、記録等の個人情
報の取り扱いをしていない

20

0 0

0

0 0

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○住み替え時の協働によるダメージの防止
　本人が自宅やグループホームから別の居
所へ移り住む際、家族及び本人に関わるケ
ア関係者間で十分な話し合いや情報交換を
行い、住み替えによるダメージを防ぐこと
に努めている

0

48

51

○利用者の希望の表出や自己決定の支援
　本人が思いや希望を表せるように働きか
けたり、わかる力に合わせた説明を行い、
自分で決めたり納得しながら暮らせるよう
に支援をしている

50

0

0 0

49
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
職員は、利用者個々の状態や、希望に会わせた対応を心
掛けている。またホームとしては他の利用者の迷惑を掛
けない範囲の自由を尊重しており、利用者さん一人ひと
りのペースで生活出来るよう支援を行っている。

(外部評価)
健康に留意し、食事の時間はほぼ決まっているが、利用
者は１日を自由に過ごしながら落ち着いた暮らしをして
いる。

(自己評価)
更衣の際、季節にあった好きな洋服を選んでもらってい
る。また、理容・美容については、利用者さんの希望に
より、訪問美容師で対応している。また、カットだけで
なく、毛染めなどのサービスも利用できるようにしてい
る。

(自己評価)
自立支援プロジェクトを通し、食材の盛り付けやラン
チョンマット及び食器の配膳、テーブル拭きなど、それ
ぞれの利用者さんのできることに応じて、職員と一緒に
行うようにしている。

(外部評価)
利用者は敷地内のミニトマトの収穫、イモの皮むき、台
拭き、後片付けなどをしており、職員は声をかけながら
見守り支援している。利用者と職員は一緒に食卓に着い
ている。

(自己評価)
利用者さん一人ひとりの、好みに合わせた支援を行って
いる。また、煙草や日用品などの買い物代行について
も、本人の希望に沿った形で支援している。

0

○食事を楽しむことのできる支援
　食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者と
職員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

0

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52 21

0 0

0 0

0

0

0 0

0

○日々のその人らしい暮らし
　職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、そ
の日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

0

55

○本人の嗜好の支援
　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たば
こ等、好みのものを一人ひとりの状況に合
わせて日常的に楽しめるよう支援している

2254

53

○身だしなみやおしゃれの支援
　その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援し、理容･美容は本人の望む
店に行けるように努めている
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
リアルタイムで記録している排泄チェック表を見て、ト
イレの時間誘導やトイレの声かけなどで、おむつ使用や
失禁の軽減に努力している。

(自己評価)
入浴チェック表で管理しながら、一人ひとりの希望や衛
生面の保持などの必要性に応じて、入浴の声かけを行っ
ている。また、入浴を度々拒否される入居者さんに対し
ても、声かけの工夫やご家族に協力をお願いするなど、
入浴をしたいような気持ちになってもらうための工夫を
行っている。

(外部評価)
入浴チェック表に記録して状況を把握している。入浴を
嫌がる利用者には、家族に気持ちをほぐすような声かけ
をお願いするなど、入浴を楽しんでもらえるよう工夫し
ている。

(自己評価)
利用者さん本人の希望や、生活習慣に即した支援を行っ
ている。ただし、いつもではないが、他の入居者さんの
関与により、それが出来ないこともある。

(自己評価)
生きがいや役割を持った、充実した生活を送っていただ
くために、自立支援プロジェクトを通し、利用者さん一
人ひとりの、生活の役割の創出に力を入れている。

(外部評価)
男性利用者には、食事時の「いただきます」の挨拶など
人をまとめるような役割を担ってもらい、女性利用者に
は家事を中心とした役割をお願いするなどしている。ま
た金魚やウサギの世話をみんなで行っており、利用者は
可愛がっている。

57

59

○入浴を楽しむことができる支援
　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしま
わずに、一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて、入浴を楽しめるように支援して
いる

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援
　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かした
役割、楽しみごと、気晴らしの支援をして
いる

○安眠や休息の支援
　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、安心して気持ちよく休息したり
眠れるよう支援している

24

23

昼夜逆転にならないように努力している。

0
うさぎや金魚の飼育や園芸プロジェクトを行っており、
入居者さんにもお世話をして頂いている。

0 0

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

58 0

0 0

0 0

0
安易におむつにしないように、また、状況を見ながら、
おむつはずしにも取り組んでいる。

56

○気持よい排泄の支援
　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして気持ちよく排泄できるよう支援して
いる
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
一人ひとりの希望や能力に応じて、お金を所持したり、
使えたり出来るよう支援している。また、ホームの金庫
でお金を預かって、必要な時に必要な金額を、本人に渡
すようにしているケースもある。

(自己評価)
外出支援プロジェクトを通し、外出チェック表にて、外
出ができているかどうかの確認を行いながら、本人の希
望を尊重した上で、ほぼ毎日、散歩や公園に行ったり、
玄関で日向ぼっこをしたり、畑の野菜の水遣りをしたり
するなど、日常的に外出が出来る支援を行っている。

(外部評価)
ホーム全体で行う外出は、『全利用者が行ける』ことを
基本として企画している。冬でも玄関先のベンチを利用
するなどして、少しでも外気にふれるよう支援してい
る。ホーム周辺は車の往来が少なく、散歩コースも多
い。外食を楽しむこともある。

(自己評価)
車椅子の利用者さんが多くいるため、一度に全員でのお
出かけは困難であるが、車で何往復もしながら、ドライ
ブを楽しんだりしている。また、ご家族と一緒の外出時
には、着替えや薬などの準備を行い、協力している。

(自己評価)
電話や手紙は自由に出来るように支援している。自分で
電話が掛けられない方も、職員が取り次ぐなどして、必
要な支援を行っている。

(自己評価)
ご家族や馴染みの方がいつでも自由に訪問していただけ
るようにしている。また、家族支援プロジェクトを通
し、面会の際、居心地良くすごしていただき、また来よ
うかなという気持ちになれるよう、対応を工夫してい
る。

60

61 25

○日常的な外出支援
　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひと
りのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援している

○お金の所持や使うことの支援
　職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使えるように支
援している

064

○家族や馴染みの人の訪問支援
　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人
たちが、いつでも気軽に訪問でき、居心地
よく過ごせるよう工夫している

0

0

63

○電話や手紙の支援
　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

0 0

62

○普段行けない場所への外出支援
　一人ひとりが行ってみたい普段は行けな
いところに、個別あるいは他の利用者や家
族とともに出かけられる機会をつくり、支
援している

0

0 0

0 0

0
ホームでの金銭管理を希望される場合は、金銭管理規定
に基づいて、適切に行っている。
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
基本的には、身体拘束をしなくてすむケアに取り組んで
いるが、転倒・転落防止のため、やむを得ない場合、ご
家族に十分な説明を行い、同意書にサインしていただ
き、夜間片側ベッド柵2本などの対応をしなければなら
ない場合もある。

(自己評価)
玄関・居室ともに、日中は、鍵は掛けていない。

(外部評価)
運営者及びすべての職員が、鍵をかけないケアの意義を
理解しており、日中鍵はかけていない。

(自己評価)
一人で外出し、行方不明になる可能性も無いとは言えな
いが、現在は、職員による見守りにて、対応出来てい
る。また、建物の構造上、利用者さんの様子や所在を確
認しやすい構造になっており、安全に配慮出来ている。

(自己評価)
利用者さん一人ひとりの状態や希望に応じて、危険を防
ぐ取り組みを行っている。また、ヒヤリハット事例は、
必ず報告書にまとめ、全員の職員が閲覧し、情報を共有
する中で、事故に至るケースを未然に防ぐ努力をしてい
る。

(自己評価)
一人ひとりの状態に応じた事故防止に取り組んでいる。
また、事故事例も必ず報告書にまとめ、同じような事故
を二度と起こさないための取り組みを行っている。

2666

67

68

69

（４）安心と安全を支える支援

○鍵をかけないケアの実践
　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄
関に鍵をかけることの弊害を理解してお
り、鍵をかけないケアに取り組んでいる

○注意の必要な物品の保管・管理
　注意の必要な物品を一律になくすのでは
なく、一人ひとりの状態に応じて、危険を
防ぐ取り組みをしている

○利用者の安全確認
　職員は本人のプライバシーに配慮しなが
ら、昼夜通して利用者の所在や様子を把握
し、安全に配慮している

○事故防止のための取り組み
　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を
防ぐための知識を学び、一人ひとりの状態
に応じた事故防止に取り組んでいる

0 0

0

0 0

0 0

0

0 0

65

○身体拘束をしないケアの実践
　運営者及び全ての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

0 0
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
急変時や事故発生の対応について周知徹底しているが、
実際にはどんな事態が起こるかわからないため、全ての
職員が状況に合わせた適切な対応が出来るとは言えな
い。今年は、救命救急普通講習（3時間講習）を、町内
会の協力を得て行うことが出来、6名の職員が受講出来
た。

(自己評価)
一昨年から、町内自主防災会主催の防災訓練に、ホーム
も共催させていただいている。近隣の住民の方が、ホー
ムの避難訓練に参加していただくなど、協力体制が築け
ている。

(外部評価)
『安全はすべての業務に優先する』というスローガンを
掲げている。防災訓練は年２回行っており、近隣住民が
ホーム内の利用者を避難させる訓練も実施した。ホーム
内研修でも２か月に１度は緊急時対応の訓練をしてい
る。職員は、頭で考えなくても体が行動できるまで学習
したいと意欲的である。

(自己評価)
ご家族さんへは、自由と安全に関するホームの考えをま
とめたものを配布したり、面会時にその件について説明
をさせていただいたりして、起こりうるリスクに対し
て、ご家族さんの理解と協力をお願いしている。

(自己評価)
朝のバイタルチェック時や、看護部による健康チェック
を通して、いつもと違う変化に早く気づき、早期発見・
早期治療に結び付けている。必要に応じて、往診や病院
受診などの支援も合わせて行っている。

(自己評価)
服薬説明書を、いつでも職員さんが確認出来るようにし
ている。また、医師や薬剤師からの指示を、病院受診・
往診申し送りノートにより、周知徹底をしている。ま
た、薬が変わった場合や体調不調時など、様子観察が必
要な時期については、状況の変化を、職員全員が把握出
来るようにしている。

71 27

70

○災害対策
　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を身につ
け、日ごろより地域の人々の協力を得られ
るよう働きかけている

○急変や事故発生時の備え
　利用者の急変や事故発生時に備え、全て
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

0

○体調変化の早期発見と対応
　一人ひとりの体調の変化や異変の発見に
努め、気付いた際には速やかに情報を共有
し、対応に結び付けている

0

○服薬支援
　職員は、一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確認に
努めている

074

0

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

72

○リスク対応に関する家族等との話し合い
　一人ひとりに起こり得るリスクについて
家族等に説明し、抑圧感のない暮らしを大
切にした対応策を話し合っている

73

0
安全に十分に配慮した上で、自由に生活して頂けるよう
配慮している。

※
全ての職員が状況に合わせて適切な対応が出来るよう
に、ＡＥＤ・救命救急訓練を定期的に実施している。

0 0

0 0
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
排泄チェック表にて、便秘の有無を確認するようにして
いる。水分摂取や牛乳を飲んでいただくなど、便秘予防
のための工夫をしている。それでも排便が無い場合は、
服薬にて対応している。また医師の指示により、浣腸を
行うケースもある。

(自己評価)
朝・夕の食事後は、歯磨きやうがい、入歯の手入れをし
ていただくよう、声かけなどの支援を行っている。ま
た、磨き残しや、自分で入歯の手入れが出来ない方は、
必要に応じて介助している。

(自己評価)
入居者さん一人ひとりの、一日の食事量は、日誌に記録
して、食事が取れているかどうか把握出来るようにして
いる。また水分摂取が少ない方はケアプランにて、必要
な水分摂取が出来るよう支援している。病状によって
は、水分摂取の記録が必要なケースもあるが、個別に対
応出来ている。

(外部評価)
看護師である職員が、毎朝の健康チェックや血液検査の
データ、日頃の利用者の生活や既往症を考慮し、塩分、
水分、カロリー摂取量等に気をつけている。情報は職員
間で共有し、介護内容を統一している。

(自己評価)
感染症対応マニュアルを職員に配布すると共に、職員が
いつでも閲覧することが出来るようにしている。また、
職員の出勤時や、外出から帰宅した入居者さんの、うが
いや手洗いを徹底すると共に、手摺や車椅子の消毒な
ど、感染症予防のための日常的な衛生管理に努めてい
る。

(自己評価)
感染症対応マニュアルにも記載しているが、調理器具な
どの消毒を徹底している。また、安全で新鮮な食材の購
入と管理に努めている。

○栄養摂取や水分確保の支援
　食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

○便秘の予防と対応
　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、予防と対応のための飲食物の工夫や身
体を動かす働きかけ等に取り組んでいる

77

○食材の管理
　食中毒の予防のために、生活の場として
の台所、調理用具等の衛生管理を行い、新
鮮で安全な食材の使用と管理に努めている

0 079

0 栄養バランスの良い食事作りに取り組んでいる。

78

○感染症予防
　感染症に対する予防や対応の取り決めが
あり、実行している（インフルエンザ、疥
癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

0

28

0 0

0

0

076

○口腔内の清潔保持
　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた
支援をしている

0

0

75
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
植木や花を、玄関や建物回りに植えている。また、玄関
にベンチを設置し、ゆったり、くつろぎながら、日向
ぼっこや井戸端会議が出来るようにしている。

(自己評価)
リビングの椅子やソファーなどで、利用者さんが各々好
きな場所で、居心地良く過ごせるよう配慮している。ま
たホームの周りに大きな建物が無く、景色を含めた環境
が、すごく良いため、利用者さんも落ち着いて生活が出
来ている。

(外部評価)
駐車場、玄関、ベンチ、ゴミ箱など、建物周辺は掃除が
行き届いている。リビングは大きな窓から日が射し、田
園風景が眺められ開放感がある。利用者と職員が作った
クリスマスの壁飾りが、楽しい雰囲気と季節感を出して
いる。

(自己評価)
利用者さんの希望や、人間関係などにより、いつも座る
場所を決めている。時には席換えも必要なケースもある
が、トラブルにならないように考慮している。

(自己評価)
居室にはエアコン・カーテン・介護用電動ベッド・整理
ダンス・洋服ダンスと、大きなものはホームで用意した
ものを使ってもらっている。その他馴染みの物の持ち込
みは、制限していないので、本人やご家族の希望によ
り、自由に持ち込んでいただいている。

(外部評価)
ベッド、整理ダンス、エアコン、カーテンは備え付けて
あり、利用者と家族は写真、手作り作品、趣味の小物な
どを自由に持ち込んで、居心地のよい居室を作ってい
る。

81 29

83

○居心地よく過ごせる居室の配慮
　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

30

82

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
　共用空間の中には、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

0

0

0 0

0

0 0

0 0

0
○居心地のよい共用空間づくり
　共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、
食堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとっ
て不快な音や光がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

0

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

80

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫
　利用者や家族、近隣の人等にとって親し
みやすく、安心して出入りができるよう
に、玄関や建物周囲の工夫をしている

0
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
適時、必要に応じて換気を行っている。また空調など温
度管理をまめに行い、適温で過ごすことができるよう配
慮している。また入浴時も、温風器を浴室・脱衣所とも
に設置しており、温度差の変化が少なくなるようにして
いる。

(自己評価)
バリアフリーの環境で、快適かつ安全に生活が出来るよ
うに環境を整えている。

(自己評価)
出来るだけ環境を変えないですむ工夫をしているが、や
むを得ず居室の模様替えなどを行った時は、転倒などの
事故を未然に防ぐために、こまめに見守りや安全のため
の声かけを行うなど、工夫して対応している。

(自己評価)
畑に野菜を植えて、水やりや収穫などを楽しめるように
している。また、庭の物干しに洗濯物を干す時も、自分
で出来る利用者さんには、自分で干していただくように
している。

(注)

２　全ての自己評価又は外部評価の項目に関し、具体的に記入すること。

0

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

84

○換気・空調の配慮
　気になるにおいや空気のよどみがないよ
う換気に努め、温度調節は、外気温と大き
な差がないよう配慮し、利用者の状況に応
じてこまめに行っている

85

１　　　　　　部分は自己評価と外部評価の共通評価項目。

○身体機能を活かした安全な環境づくり
　建物内部は一人ひとりの身体機能を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

0

0

0 0

86

○わかる力を活かした環境づくり
　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱
や失敗を防ぎ、自立して暮らせるように工
夫している

87
○建物の外周りや空間の活用
　建物の外周りやべランダを利用者が楽し
んだり、活動できるように活かしている

0 0

0
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

① ほぼ全ての利用者の
2 利用者の２/３くらいの
3 利用者の１/３くらいの
4 ほとんど掴んでいない
① 毎日ある
2 数日に１回程度ある
3 たまにある
4 ほとんどない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
④ ほとんどいない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての家族と
2 家族の２/３くらいと
3 家族の１/３くらいと
4 ほとんどできていない
1 ほぼ毎日のように
2 数日に1回程度
③ たまに
4 ほとんどない

92

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で
不安なく過ごせている

(自己
 評価)

協力病院が6ヶ所あり、それぞれ主治医が往診や受診などの対応をしていただいてお
り、病院受診に際しても、早期に対応するため、不安なく過ごせている。また、看護
部による健康チェックを実施しており、いつもと違う変化を見落とさないよう対応し
ており、病気の早期発見・早期治療に取り組めている。

94

96
通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている

業務に追われて余裕の無い時が多いことも事実だが、日中は、散歩や花の水
やり・喫煙見守りの時など、また夕食後から就寝時間までの間や夜間トイレ
に出て来られた時など、ゆっくりとお話が出来る時間もある。89

利用者は、その時々の状況や要望に応じ
た柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる

他の利用者さんとのトラブルにより、険悪な雰囲気になったりすることもあ
るが、普段は職員による自立支援のケアにより、生き生きと生活されてい
る。

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らし
ている

91
利用者は、職員が支援することで生き生
きした表情や姿がみられている

Ⅴ．サービスの成果に関する項目

項　　目

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

取　り　組　み　の　成　果
（該当する箇所を○印で囲むこと）

判断した具体的根拠

基本的に、生活の主体者である利用者さんの、希望や意向に沿った支援を心
掛けている。また、ケア・カンファレンスなどを通し、職員全員で意見を出
し合い、職員の対応などケアの方針の取り決めや、ケアプランの見直しを
行っている。

ホームでは、他人に迷惑を掛けない範囲は、自由にしていただくということ
が方針であるため、各々が自分のペースで生活されている。

(自己
 評価)

利用者は、戸外の行きたいところへ出か
けている

(自己
 評価)

利用者さんから特に希望は聞かないが、もしあったとしても現在の体制では対応が困難で
ある。職員の体勢だけの問題ではなく、車の免許を持っていない職員さんが多いことや、
単独のグループホームであるため社用車も1台しかないことも大きな要因である。しか
し、ご家族が連れて行っていただける場合は、準備など必要な支援を行っている。

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ご
す場面がある

(自己
 評価)

(自己
 評価)

(自己
 評価)

95
職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている

(自己
 評価)

ご家族さんには、毎月家族通信などを通して、利用者さんのホームでの様子
や出来事など、積極的に情報を提供している。また苦情などにも、素早く誠
意を持って対応しているため、信頼関係は築けていると思っている。

(自己
 評価)

地域との交流を積極的に行っているが、対象となる人があまりいない。

(自己
 評価)

ホームとして、出来るだけの支援と柔軟な対応を行っている。
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項　　目
取　り　組　み　の　成　果

（該当する箇所を○印で囲むこと）
判断した具体的根拠

1 大いに増えている
② 少しずつ増えている
3 あまり増えていない
4 全くいない
① ほぼ全ての職員が
2 職員の２/３くらいが
3 職員の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての家族等が
2 家族等の２/３くらいが
3 家族等の１/３くらいが
4 ほとんどできていない

職員さんが気持ちよく仕事が出来る環境の構築に力を入れており、仕事なの
で楽しいことばかりではないが、お互いに信頼し、協力し合いながら、仕事
が出来ている。

(自己評価)

運営推進会議などの場を通して、お互いのニーズにあった交流を行うことが
出来ており、地域の方の理解も徐々に広がってきている。

97

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりが拡がったり深ま
り、事業所の理解者や応援者が増えてい
る

(自己
 評価)

98 職員は、活き活きと働けている
(自己
 評価)

99
職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う

(自己
 評価)

利用者さんの性格にもよるが、ここでの生活にほぼ満足していただけていると思う。
また、今まで一人で気楽に生活していた方々が、少人数ながら集団で生活するのだか
ら、自分の思うとおりには行かないことも多々あると思う。しかし、客観的に見て、
ここでの暮らしは快適であり、何不自由ない生活が出来ていると思う。

◎良質な介護を提供し続けることを会社の目的としている。◎利用者さん・ご家族さん及び職員さんにとって、このホームが 良の場所となるよう、会社として全力で取り組
んでいる。◎ご家族さんには、毎月欠かさず【家族通信ほのぼの】を送付し、利用者さんのホームでの暮らしぶりを、ありのままに報告させていただいている。また、【優輝
新聞虹の架け橋】を通して、会社での取り組みや職員の人柄や考えが分るものを情報提供し、ケアの品質保証に力を入れている。◎【地域コミュニティー新聞】や【まもるく
んの家の登録】など、地域交流にも力を入れており、地域のために貢献出来るホームを目指している。◎利用者さんの【自分で出来る・自分で選べる】という自立支援のケア
に取り組んでいる。◎備品なども、利用者さんが快適に生活していけるよう気持ちを込めて購入している。◎作業療法士による個別のリハビリなど、外部の有料サービスも積
極的に取り入れ、利用者さんの心と身体の健康の向上に力を入れている。◎職員さんの各種研修への参加についても、研修費を会社負担とするなど、資質向上に役立つものに
積極的に協力している。◎【まごころ文庫】を事務所に設置し、認知症やグループホームのケアについて、自己研鑽出来るよう、役に立つ書籍などを会社で購入し、職員さん
に無償で貸し出ししている。◎問題が起こった際、素早い対応が出来るよう心掛けている。すぐに改善できることは、すぐ取り組むようにしている。◎職員さんの評価を適切
に行うため、半年に1回の自己評価を元に、公平公正な評価となるよう体制を整えている。◎何かあった時は、みんなが納得できるよう話し合いを行っている。◎グループホー
ムを取り巻く環境についての情報などを、いち早く職員さんに届ける努力をしている。◎職員さんの希望に応じた勤務体制を取っている（希望休日の確保など）。◎自己満足
にならないように管理者自ら、県のグループホーム連絡協議会に所属し、愛媛県のグループホーム全体のお役に立てる活動を行っている。◎災害時の対策として避難訓練や防
火訓練、また緊急時の対応として救急救命訓練などに力を入れると共に、警備保障会社との契約やＡＥＤの設置、非常階段の設置など周辺環境の整備にも積極的に取り組んで
いる。◎職員さんの自主性や前向きな気持ちを大切にしている。スピン・オフ・プロジェクトなどを通し、職員さんもホームの運営に参加できる体制整えており、人材育成に
も力を入れている。◎情報開示にも力を入れており、ホームページやブログなどを通し、積極的にホームの良さを理解していただく活動を行っている。◎利用者さんの健康管
理に力を入れており、いつもと違う変化を見逃さず、病気の早期発見・早期治療に積極取り組んでいる。

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

(自己
 評価)

確認することは難しいが、面会時の会話や表情などで、概ね満足していただ
けていると思う。
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営
１．理念の共有

２．地域との支えあい

３．理念を実践するための制度の理解と活用 　●　　「取組みの事実」は必ず記入すること。

４．理念を実践するための体制

５．人材の育成と支援

  ※用語について

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント   ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含む。
１．一人ひとりの把握
２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し
３．多機能性を活かした柔軟な支援
４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
１．その人らしい暮らしの支援

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

　Ⅴ．サービスの成果に関する項目

平成 20 年 10 月 14 日

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

記入者（管理者）

氏　名

(ユニット名）

事業所名　

評価完了日

上岩　茂

（別表第１の２）

自己評価及び外部評価結果表

2Ｆ　ユニット

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含む。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含む。

グループホーム優輝

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議の上記入すること。

　●　各自己評価項目について、「取組みの事実」を記入し、取組みたいに※を付け、適宜
        その内容を記入すること。

 

  ホップ 職員みんなで自己評価!
   ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!
     ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

　　　－サービス向上への３ステップ－
　　　“愛媛県地域密着型サービス評価”
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
経営理念に【地域に貢献出来る会社を目指す】を明記
し、地域から何かをしてもらうだけでなく、私達も地域
のために貢献出来ることを実施していく方針を立ててい
る。地域貢献の一環として【まもるくんの家】にも登録
している。また、AEDを設置し、入居者さんだけでな
く、町内でも使用して頂けるよう周知している。

(外部評価)
ホームは、利用者が一個人として、また地域住民のひと
りとして、安心・安全に生活することが も重要と考え
ている。職員は、利用者が「ここでの生活を楽しむ」と
いう運営理念のもと介護にあたっている。

(自己評価)
優輝の運営理念は、会社側が作ったものでなく、職員さ
んに、【どんなグループホームにしていきたいと思って
いますか】というアンケートを実施し、職員さんの意見
や思いを集約したものになっている。また日々、運営理
念の実践に向けて、ケアの質の向上に取り組んでいる。

(外部評価)
管理者は、職員に「利用者と家族のことを第一に考え、
良識ある社会人として行動すること」を求め、「利用者
と家族を第一に考え、職員が働きやすい職場を提供する
こと」を自らに求めている。管理者と職員は、お互いの
考えを確認しながら利用者の生活を守るため尽力してい
る。

(自己評価)
ご家族や地域の代表者などが出席している運営推進会議
において、ホームの理念や方針などを理解していただけ
るよう報告し、お伝えしている。また、日々の活動につ
いても、ご家族や地域の代表の方などに、理解していた
だけるよう取り組んでいる。

（別表第１）

○地域密着型サービスとしての理念
　地域の中でその人らしく暮らし続けるこ
とを支えていくサービスとして、事業所独
自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み
　管理者と職員は、理念を共有し、理念の
実践に向けて日々取り組んでいる

1

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

1

2

自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 票　　　  　  　　　　　　【セル内での改行は「Alt+Enter」です。】

03

○家族や地域への理念の浸透
　事業所は、利用者が地域の中で暮らし続
けることを大切にした理念を、家族や地域
の人々に理解してもらえるよう取り組んで
いる

0

2

0 0

0
優輝に、ＡＥＤがあり、公園などで使用してもいいこと
を、町内の方に周知する方法として、地域の防災訓練に
も取り入れてもらっている。

0 0

0
社内研修でも、理念について講習を行い、職員一人ひと
りの理解を深めている。

26 愛媛県社会福祉協議会　利用者支援班



愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
目の前の公園へのお出かけや近隣の散歩を日常的に行っ
ており、地域の方とのふれあいを大切にしている。ま
た、玄関のベンチでいる時などに、通りがかりの方に、
こちらから挨拶するようにしている。

(自己評価)
毎年、町内盆踊り大会に参加させていただいている。ま
た、毎年行っている公園での優輝のお花見には、住民の
方にも、案内を行い、自由に参加して頂いている。

(外部評価)
ホーム前の公園で催される町内の盆踊りや秋祭りに参加
している。ホーム主催のお花見に生バンドや水軍太鼓を
招き、地域住民にも参加してもらえるよう案内してい
る。地域の公園の掃除当番も担当し、また行事に限ら
ず、散歩途中に声をかけ合う等の交流ができている。

(自己評価)
目の前の公園で、不審者の遭遇や事故による怪我が発生
した場合など、地域の住民の方がいつでもホームに駆け
込んでいただけるよう、【まもるくんの家】に登録して
いる。また、町内の方に、その事を地域コミュニティ新
聞にて、周知している。

(自己評価)
自己評価及び外部評価の結果、改善が必要な問題につい
て、職員参加型の問題解決プロジェクトを立ち上げ、
日々改善に向けて努力している。プロジェクトの結果、
すでに改善が行えた問題もある。

(外部評価)
管理者と職員は、評価の改善点を自分たちの力で、ある
いは外部の情報を収集しながら対処している。職員はそ
の過程で得た知識や経験を利用者への介護に役立ててい
る。

0 0

0 0

○地域とのつきあい
　事業所は孤立することなく地域の一員と
して、自治会、老人会、行事等、地域活動
に参加し、地元の人々と交流することに努
めている

○評価の意義の理解と活用
　運営者、管理者、職員は、自己評価及び
外部評価を実施する意義を理解し、評価を
活かして具体的な改善に取り組んでいる

3

4

２．地域との支えあい

３．理念を実践するための制度の理解と活用

5

7

4

○隣近所とのつきあい
　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもらえ
るような日常的なつきあいができるように
努めている

0 0

0 0

0 0

今年から、ＡＥＤも設置したので、公園などで町内の方
も利用できるよう、周知している。

6

○事業所の力を活かした地域貢献
　利用者への支援を基盤に、事業所や職員
の状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮
らしに役立つことがないか話し合い、取り
組んでいる

0
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
これまでに、15回運営推進会議を開催しており、ホーム
の活動や方針について報告させていただいていると共
に、ホームで抱えている各種問題点について、参加者の
方にも一緒に考えていただく、問題討議型の会議の運営
を行っている。その際、参加者から出た意見やアドバイ
スを、サービス向上のために活かしている。

(外部評価)
ホームの現状説明を行うことにより、地域の方や行政職
員の協力を得られるようになっている。ホームは【まも
るくんの家・ＡＥＤ設置・運営推進会議の開催の様子】
など、地域に関わる事柄については、町内全戸配布の新
聞を発行している。

(自己評価)
市の開催している講習会や説明会には出来るだけ参加す
るようにしている。また、今年度から始まった、地域包
括支援センター・介護サービス事業者実務担当者連絡会
にも、毎回出席している。

(外部評価)
管理者は、市担当課やグループホーム連絡協議会などと
連絡を密に取り、ホームの現状を説明したり、情報を得
ている。

(自己評価)
職員さんにも社内研修や社外研修の参加にて、権利擁護
の勉強が出来るよう取り組んでいる。また、愛媛県社会
福祉士会の成年後見制度担当者との交流を通し、協力・
連携体制を整えている。

(自己評価)
職員がいつでも閲覧できるところに、身体拘束の具体例
をカードに入れて置いている。また、虐待や身体拘束
は、禁止されている旨の周知を図っている。

○市町村との連携
　事業所は、市町村担当者と運営推進会議
以外にも行き来する機会をつくり、市町村
とともにサービスの質の向上に取り組んで
いる

0

○虐待の防止の徹底
　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内で虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めている

0 0

○権利擁護に関する制度の理解と活用
　管理者や職員は、地域権利擁護事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、必要な人に
はそれらを活用できるよう支援している

0

第15回より、松山市社会福祉協議会の方にも参加して頂
けるようになった。

0

0

0

0

11

○運営推進会議を活かした取り組み
　運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について報
告や話し合いを行い、そこでの意見をサー
ビス向上に活かしている

0

0

0

10

5

6

8

9
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
入居前のご家族との契約時に、ホームの方針や理念、取
り組んでいる活動や契約の内容などについて、十分に説
明を行っている。また、ご家族への説明が必要な事柄に
ついても、事前に十分な説明を行うと共に、不明な点や
質問等にも、お互いが納得できるよう努力している。

(自己評価)
玄関に意見箱を設置し、いつでも気軽に意見を出せるよ
うにしている。

(自己評価)
入居者さんの健康状態や生活の様子などは、面会や行事
への参加時などに報告させていただいている。特に病院
受診の事については、その都度事前のお知らせや結果の
報告を行っている。また【家族通信ほのぼの】にて入居
者さんの様子を、【優輝新聞虹の架け橋】にて会社の取
り組みについて毎月ご家族へ報告している。

(外部評価)
毎月、カラー写真付きの４ページにわたる「ホーム便
り」と「社内新聞」を家族に配布して、ホームでの生活
の様子を伝えている。病院受診の前後には必ず電話で報
告し、また、利用者のお金を使う楽しみを実現させるた
め、預かり金取扱規程を作っている。

(自己評価)
運営推進会議にて、ご家族さんの意見等を言っていただ
き、改善や取り組みが出来るよう、努力している。ま
た、苦情が発生した場合は、臨時のカンファレンスを開
催したり、申し送りノートに記載して再発防止に努めて
いる。

(外部評価)
意見箱を設けたり、苦情受付の第三者機関を重要事項説
明書に明示している。家族がいつでも気軽に訪問できて
自由に意見が言えるよう、職員は丁寧な対応を心がけて
いる。

13

○契約に関する説明と納得
　契約を結んだり解約をする際は、利用者
や家族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映
　利用者が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

0 0

0 0

0 今年度、金銭管理規定を定めた。

0 0

0 0

0 0

8

○家族等への報告
　事業所での利用者の暮らしぶりや健康状
態、金銭管理、職員の異動等について、家
族等に定期的及び個々にあわせた報告をし
ている

○運営に関する家族等意見の反映
　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

7

４．理念を実践するための体制

15

14

12
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
職員さんと管理者が一緒に取り組む、問題解決プロジェ
クトなどや毎月のケアカンファレンスなどを通し、職員
さんから気軽に意見が出せるよう配慮している。また出
た意見や提案に対し、早期実現に向けて努力している。

(自己評価)
柔軟な対応に向けた勤務調整を行えている。緊急時や利
用者さんの状態の変化にも対応できている。

(自己評価)
常に職員さんが働きやすい環境を構築するため、会社と
しても全力で取り組んでいるが、家庭の事情や業務不適
などでやむを得ず退職した職員さんがいる。

(外部評価)
職員と利用者の顔なじみの関係を大切にするため、ユ
ニット間の職員異動はない。離職があった場合は可能な
らば新旧職員が重複勤務しており、管理者は業務シフト
に入っていないため、利用者のフォローに努めている。

(自己評価)
新入社員研修のプログラムを、プロジェクトの成果とし
て作成しており、約3ヶ月を掛けて新人研修を行ってい
る。また、社内研修を月1回のペースで開催しており、
職員さんの出席率も高い。また、社外からの研修案内を
職員さんに開示して、希望により研修に参加できるよう
配慮している。

(外部評価)
職員は、研修案内から自分の希望するものを選んでい
る。受講費用は全額運営法人負担とし、職員が参加しや
すいように配慮している。研修後は職員会議で発表した
り、習得した知識や感想を「社内新聞」に掲載して、家
族にも報告している。

16 0 0

17

○柔軟な対応に向けた勤務調整
　利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟
な対応ができるよう、必要な時間帯に職員
を確保するための話し合いや勤務の調整に
努めている

○運営に関する職員意見の反映
　運営者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

0 0

※

今では、病気や出産、結婚退職など、やむをえない事情
の退職がほとんどであるが、職員の退職等に関わる入居
者さんへのダメージを 小限度に押さえる方法について
検討していきたい。

0 0

0
今年度は、ＡＥＤの設置を始め、入居者さんの急変時の
対応・訓練に力を入れている。

５．人材の育成と支援

0 0

○職員の異動等による影響への配慮
　運営者は、利用者が馴染みの管理者や職
員による支援を受けられるように、異動や
離職を必要 小限に抑える努力をし、代わ
る場合は、利用者へのダメージを防ぐ配慮
をしている

○職員を育てる取り組み
　運営者は、管理者や職員を段階に応じて
育成するための計画をたて、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

18

19 10

9

30 愛媛県社会福祉協議会　利用者支援班



愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
管理者は、愛媛県グループホーム連絡協議会の幹事をし
ており、相互研修などの機会を通し、同業他社との交流
に力を入れている。また、松山市社会福祉協議会や地域
包括支援センター主催の勉強会に職員が出席して、地域
の同業者との交流を行っている。

(外部評価)
他のグループホームとの交流研修を、参加する職員を変
えながら複数回行っている。また、高齢者福祉に詳しい
講師を招いた社内研修等を行うこともある。

(自己評価)
会社として、職員さんが気持ちよく働ける環境の構築に
力を入れており、待遇面の改善や懇親会などの開催も
行っている。

(自己評価)
半年に1回、自分の仕事についてのたな卸しをしてくだ
さいと、自己評価の機会を作って、自分の仕事について
評価できるシステムを作っている。その際、給与面など
の待遇についても、自分の考えを会社に伝える手段を設
け、会社が適切な評価が出来るよう取り組んでいる。

(自己評価)
入居前に利用者本人から、こういう生活をしていきたい
などの希望・要望や、困っていること、不安な点に思っ
ていることなどについて、話を伺い、受け止めるように
している。

(自己評価)
入居前にご家族さんからも、こういう生活をさせて欲し
いなどの希望・要望や、困っていること、不安な点に
思っていることなどついて、話を伺い、受け止めるよう
にしている。

0 0

0 0

※
今後も、職員さんのストレス軽減のための対策を継続し
ていきたい。

21

○職員のストレス軽減に向けた取り組み
　運営者は、管理者や職員のストレスを軽
減するための工夫や環境づくりに取り組ん
でいる

今後も適正評価を心がけていきたい。22

○向上心を持って働き続けるための取り組
み
　運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を
持って働けるように努めている

0

024

○初期に築く家族との信頼関係
　相談から利用に至るまでに家族等が困っ
ていること、不安なこと、求めていること
等をよく聴く機会をつくり、受けとめる努
力をしている

0

20 11

○同業者との交流を通じた向上
　運営者は、管理者や職員が地域の同業者
と交流する機会を持ち、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みを
している

23

○初期に築く本人との信頼関係
　相談から利用に至るまでに本人が困って
いること、不安なこと、求めていること等
を本人自身からよく聴く機会をつくり、受
けとめる努力をしている

0

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

0
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
相談時に利用者本人とご家族が必要としていることを見
極め、支援していくよう努力している。また、リハビリ
など他のサービス利用についても、相談に乗り、必要な
サービスが受けられるよう努力している。

(自己評価)
利用者本人が安心して納得した上で、サービスが受けら
れるよう、本人の意欲や言葉などから、状態を確かめな
がら、徐々にサービスを利用出来るように配慮してい
る。また、問題点があれば、ご家族に相談しながら、解
決に向けて適切な対応を心掛けている。

(外部評価)
現在は、入居中の利用者を担当していたケアマネジャー
からの紹介が多い。入居時には利用者及び家族にホーム
の説明を行い、情報を交換して入居を決定している。

(自己評価)
自立支援プロジェクトにより、利用者本人さんの【自分
で出来る・自分で選べる】を基本に、職員と共に生活に
おける役割の行動を行うことで、自立支援の取り組みを
行っている。また、入居者さんの喜びを私達の喜びとし
て共感できることを理念とし、毎日の生活で喜怒哀楽を
共にしている。

(外部評価)
散歩中や料理の下ごしらえ中など、利用者に寄り添った
介護をしている時に昔話や調理方法などを教えてもらう
ことが多い。

(自己評価)
家族支援プロジェクトを通し、ご家族さんから信頼され
るための取り組みを行っている。また、ご家族さんへ、
利用者さんのホームでの様子やホームの取り組みなどの
情報提供を行い、信頼関係を深めて、協力していただけ
るよう努力している。

0

25

○初期対応の見極めと支援
　相談を受けた時に、本人と家族が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

0 0

今後も、ご家族との信頼関係を深める努力をしていきた
い。

28

○本人を共に支えあう家族との関係
　職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を
支えていく関係を築いている

0

27

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

13

0 0

0 0

○本人と共に過ごし支えあう関係
　職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共
にし、本人から学んだり、支えあう関係を
築いている

○馴染みながらのサービス利用
　本人が安心し、納得した上でサービスを
利用するために、サービスをいきなり開始
するのではなく、職員や他の利用者、場の
雰囲気に徐々に馴染めるよう家族等と相談
しながら工夫している

0 0

0

26 12
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
家族の問題に立ち入ることは出来ないが、ご家族に利用
者さんの日々の様子などの情報提供を通し、より良い家
族関係が築いていけるよう支援している。

(自己評価)
行きつけの病院などを、継続して利用出来るよう努力し
ている。また、今までに培ってきた人間関係を継続でき
るよう支援している。

(自己評価)
利用者さん同士の関係を把握して、共に出来ることや助
け合いながら出来ることを支援し、孤立しないよう配慮
している。また、利用者さんの希望により、仲良しの方
との一緒の入浴や散歩などにも取り組んでいる。

(自己評価)
入院などでやむを得ず退所になった場合も、病院へお見
舞いに行ったり、ご家族さんにお会いする機会があった
場合は、近況を話し合ったりしている。

(自己評価)
一人ひとりの思いや希望、意向などの把握に努めてい
る。希望に添えないなど実現が困難な場合には、ケアカ
ンファレンス等で、本人の立場に立って考え、話し合い
を行い、利用者本人にとって、一番いい方法を導き出す
よう努力している。

(外部評価)
１日の基本的な流れはあるが、柔軟に利用者の意向にそ
えるよう努めている。利用者が不安を訴える場合には、
利用者の言葉だけでなく表情や毎日の暮らしぶりなどを
職員間で情報共有しながら対応している。

0

29

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援
　これまでの本人と家族との関係の理解に
努め、より良い関係が築いていけるように
支援している

0
面会時に、利用者さんの日頃の様子を、ご家族にお伝え
するようにしている。

0

近、うさぎの飼育を始めた。うさぎとのふれあいを通
し、利用者さん同士の交流が深まっている。

0

31

○利用者同士の関係の支援
　利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるように努めている

0

30

○馴染みの人や場との関係継続の支援
　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支援
に努めている

0

0 0

○関係を断ち切らない取り組み
　サービス利用（契約）が終了しても、継
続的な関わりを必要とする利用者や家族に
は、関係を断ち切らないつきあいを大切に
している

0

○思いや意向の把握
　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意
向の把握に努めている。困難な場合は、本
人本位に検討している

32

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

1433

0
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
入居時に利用者本人やご家族から聞いたり、入居後も本
人やご家族との会話の中で、理解し把握するように努力
している。また、他の職員さんにも知っておいて欲しい
ことは、【個人ノート】に記録し、情報の蓄積が出来る
体制を整えている。

(自己評価)
朝の健康観察は看護部が行っており、いつもと違う様子
は無いかの早期把握に努めている。また、その日の健康
状態・活動の様子を見て、出来ること出来ないことを把
握し、職員間で情報交換や申し送りを行い、適切な支援
が出来るよう努力している。

(自己評価)
介護計画作成時には、利用者本人やご家族から、希望や
意見を聞き、適切な介護計画の作成に努めている。ま
た、ケアカンファレンスを通し、職員間でも情報交換を
行い、意見を集約した介護計画になるようにしている。

(外部評価)
月１回、夜勤者を除く全職員出席で各ユニットで会議を
行い、一人ひとりの利用者について話し合っている。利
用者や家族の意見、かかりつけ医の指示やリハビリテー
ションの進度などを考慮し、１か月ごとの支援目標を立
てている。

(自己評価)
毎月のカンファレンスでの話し合いの内容を元に、毎月
介護計画の微調整を行っている。それ以外にも利用者本
人の体調や行動に大きな変化が起こった際は、適時介護
計画の見直しを行っている。その際、利用者本人やご家
族の希望及び必要な関係者とも連絡を取り合い、適切な
介護計画になるよう努力している。

(外部評価)
介護計画は要介護認定時に作成している。１か月ごとの
支援目標を設定し、１日ごとのケアチェック表を作成し
ている。全職員で話し合い、利用者の担当職員が評価を
記録している。心身状態の急変時には介護目標変更を
行っている。

34

35

○これまでの暮らしの把握
　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用の
経過等の把握に努めている

0 0

0 0

○暮らしの現状の把握
　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状を総合的に把握する
ように努めている

0 0

0 0

0 0

0 0

○現状に即した介護計画の見直し
　介護計画の期間に応じて見直しを行うと
ともに、見直し以前に対応できない変化が
生じた場合は、本人、家族、必要な関係者
と話し合い、現状に即した新たな計画を作
成している

36 15

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

○チームでつくる利用者本位の介護計画
　本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な関
係者と話し合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映した介護計画を作成している

37 16
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
日々の様子やケアの実践などについては、経過総合記録
に記入し、職員間で情報を共有し、介護計画の見直しな
どに活用している。

(自己評価)
多機能施設でないため、多機能性を活かした支援は行え
ないが、外部の関係機関等の協力により、個別リハビリ
や園芸療法など外部サービスを利用出来るよう柔軟な支
援を行っている。

(外部評価)
出張美容や出張魚屋、保育園児の訪問など、外出が困難
な利用者もホーム内で気分転換や楽しみを持てる企画を
立て、実践している。

(自己評価)
防災訓練や救急救命訓練などを、地域の消防署や町内会
などの協力を得ながら取り組んでいる。また運営推進会
議には地域及び地区の民生委員さんに出席していただ
き、情報交換などを行う中で、協力体制を整えている。

(自己評価)
作業療法士による個別リハビリなど、他のサービスも利
用出来るよう支援している。

(自己評価)
運営推進会議にも出席していただいており、情報交換な
ど協力体制を整えている。

0

○個別の記録と実践への反映
　日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる

0 0

0 0

0 0

○地域資源との協働
　本人の意向や必要性に応じて、民生委員
やボランティア、警察、消防、文化・教育
機関等と協力しながら支援している

41

○他のサービスの活用支援
　本人の意向や必要性に応じて、地域の他
のケアマネジャーやサービス事業者と話し
合い、他のサービスを利用するための支援
をしている

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

40

0

0

0 0

３．多機能性を活かした柔軟な支援

○事業所の多機能性を活かした支援
　本人や家族の状況、その時々の要望に応
じて、事業所の多機能性を活かした柔軟な
支援をしている

42

○地域包括支援センターとの協働
　本人の意向や必要性に応じて、権利擁護
や総合的かつ長期的なケアマネジメント等
について、地域包括支援センターと協働し
ている

0

1739

38
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
利用者本人及びご家族さんの希望を大切にして、納得さ
れて適切な医療が受けられるよう支援している。ご家族
による病院受診時も、ホームでの様子が分るよう情報提
供している。

(外部評価)
利用者と家族は、入居前からのかかりつけ医とホームの
協力医療機関を入居時に選択している。６つの医療機関
と協力関係を結び、職員には看護師もいる。警備会社と
契約し、２４時間体制で利用者の安心、安全を守ってい
る。

(自己評価)
かかりつけの病院を通して、専門の医師の協力を得られ
るよう体制を整えている。

(自己評価)
看護部体制をとっており、正看護師が入居者全員の健康
管理を行い、病気の早期発見・早期治療に繋げている。
またかかりつけの病院の医師の往診時には、必ず職員が
立会い、正確に症状をお伝えし、適切な治療のための支
援が出来ている。

(自己評価)
入院した際は、病院関係者との情報交換を行い、早期退
院のための支援を行っている。また、日頃から主治医と
は連絡を密にして、急変時の対応などにも協力していた
だけるよう関係を築いている。

(自己評価)
ターミナルケアの指針と、ホームで出来ること出来ない
ことなどを明記した承諾書を作成しており、ご家族の希
望や必要に応じて、対応が出来る体制を整えている。

(外部評価)
入居の際に、看取りについて本人及び家族に説明してい
る。看取りの経験もあるが、経験のない職員は研修や経
験談を通じて学習し、知識の共有化を図っている。

18

0 0

○かかりつけ医の受診支援
　本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している

○看護職との協働
　利用者をよく知る看護職員あるいは地域
の看護職と気軽に相談しながら、日常の健
康管理や医療活用の支援をしている

44

45

0

0 0

0 0

0 0

○重度化や終末期に向けた方針の共有
　重度化した場合や終末期のあり方につい
て、できるだけ早い段階から本人や家族等
ならびにかかりつけ医等と繰り返し話し合
い、全員で方針を共有している

0

○早期退院に向けた医療機関との協働
　利用者が入院した時に安心して過ごせる
よう、また、できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備
えて連携している

○認知症の専門医等の受診支援
　専門医等認知症に詳しい医師と関係を築
きながら、職員が相談したり、利用者が認
知症に関する診断や治療を受けられるよう
支援している

0 0

43

0 0

47 19

46
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
ターミナルケアについては、必要に応じて、ご家族や主
治医・看護師の立会いの下、今後のケアの方針などにつ
いて話し合い、納得した上で支援が出来る体制を整えて
いる。

(自己評価)
住み替えの際、ご家族や関係者との話し合いや情報交換
を行い、住み替えによるダメージを 小限度に留める努
力をしている。

(自己評価)
一人ひとりにあった言葉かけを行っている。また、排泄
や更衣、入浴などの際のプライバシーの配慮や、声掛け
のタイミングなどについても、自尊心を尊重した配慮を
行っている。

(外部評価)
職員は、利用者に細やかな心配りをしながら対応してお
り、誰もが気持ちよく過ごせる雰囲気がある。

(自己評価)
利用者さんの【自分で出来る・自分で選べる】ことを尊
重した、自立支援のケアを心掛けている。職員の立場で
はなく、利用者の立場に立ったケアに取り組んでいる。

50

0

0 0

49

○住み替え時の協働によるダメージの防止
　本人が自宅やグループホームから別の居
所へ移り住む際、家族及び本人に関わるケ
ア関係者間で十分な話し合いや情報交換を
行い、住み替えによるダメージを防ぐこと
に努めている

0

48

51

○利用者の希望の表出や自己決定の支援
　本人が思いや希望を表せるように働きか
けたり、わかる力に合わせた説明を行い、
自分で決めたり納得しながら暮らせるよう
に支援をしている

0 0

2Ｆユニットでは、看取りの経験がないので、社内研修
などを通じて、勉強していきたい。

0 0

20

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

○プライバシーの確保の徹底
　一人ひとりの誇りやプライバシーを損ね
るような言葉かけや対応、記録等の個人情
報の取り扱いをしていない

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○重度化や終末期に向けたチームでの支援
　重度や終末期の利用者が日々をより良く
暮らせるために、事業所の「できること・
できないこと」を見極め、かかりつけ医と
ともにチームとしての支援に取り組んでい
る。あるいは、今後の変化に備えて検討や
準備を行っている

※
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
職員は、利用者個々の状態や、希望に会わせた対応を心
掛けている。またホームとしては他の利用者の迷惑を掛
けない範囲の自由を尊重しており、利用者さん一人ひと
りのペースで、自由に生活出来るよう支援を行ってい
る。

(外部評価)
健康に留意し、食事の時間はほぼ決まっているが、利用
者は１日を自由に過ごしながら落ち着いた暮らしをして
いる。

(自己評価)
更衣の際、季節にあった好きな洋服を選んでもらってい
る。また、理容・美容については、利用者さんの希望に
より、訪問美容師で対応している。また、カットだけで
なく、毛染めなどのサービスも利用できるようにしてい
る。

(自己評価)
自立支援プロジェクトを通し、食材の盛り付けやラン
チョンマット及び食器の配膳、テーブル拭きなど、それ
ぞれの利用者さんのできることに応じて、職員と一緒に
行うようにしている。

(外部評価)
利用者は敷地内のミニトマトの収穫、イモの皮むき、台
拭き、後片付けなどをしており、職員は声をかけながら
見守り支援している。利用者と職員は一緒に食卓に着い
ている。

(自己評価)
利用者さん一人ひとりの、好みに合わせた支援を行って
いる。また、お酒やおやつなどの買い物代行について
も、本人の希望に沿った形で支援している。

0

54

53

○身だしなみやおしゃれの支援
　その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援し、理容･美容は本人の望む
店に行けるように努めている

○日々のその人らしい暮らし
　職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、そ
の日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

0

55

○本人の嗜好の支援
　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たば
こ等、好みのものを一人ひとりの状況に合
わせて日常的に楽しめるよう支援している

22

0 0

0 0

21

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52

0 0

○食事を楽しむことのできる支援
　食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者と
職員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

0 0

0 0
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
リアルタイムで記録している排泄チェック表を見て、ト
イレの時間誘導やトイレの声かけなどで、おむつ使用や
失禁の軽減に努力している。

(自己評価)
入浴チェック表で管理しながら、一人ひとりの希望や衛
生面の保持などの必要性に応じて、入浴の声かけを行っ
ている。また、入浴を度々拒否される入居者さんに対し
ても、声かけの工夫やご家族に協力をお願いするなど、
入浴をしたいような気持ちになってもらうための工夫を
行っている。

(外部評価)
入浴チェック表に記録して状況を把握している。入浴を
嫌がる利用者には、家族に気持ちをほぐすような声かけ
をお願いするなど、入浴を楽しんでもらえるよう工夫し
ている。

(自己評価)
利用者さん本人の希望や、生活習慣に即した支援を行っ
ている。ただし、いつもではないが、他の入居者さんの
関与により、それが出来ないこともある。

(自己評価)
生きがいや役割を持った、充実した生活を送っていただ
くために、自立支援プロジェクトを通し、利用者さん一
人ひとりの、生活の役割の創出に力を入れている。

(外部評価)
男性利用者には、食事時の「いただきます」の挨拶など
人をまとめるような役割を担ってもらい、女性利用者に
は家事を中心とした役割をお願いするなどしている。ま
た金魚やウサギの世話をみんなで行っており、利用者は
可愛がっている。

○安眠や休息の支援
　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、安心して気持ちよく休息したり
眠れるよう支援している

居室内で、Ｐトイレを常時使用されている方に声掛けを
し、理解して頂き、ホーム内のトイレを使用して頂ける
ようになった。居室内からＰトイレを取り除く事が出来
た。

56

○気持よい排泄の支援
　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして気持ちよく排泄できるよう支援して
いる

0

0 0

0 0

昼夜逆転にならないように努力している。

0
うさぎや金魚の飼育や園芸プロジェクトを行っており、
入居者さんにもお世話をして頂いている。

0 0

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

58

0

24

23

○入浴を楽しむことができる支援
　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしま
わずに、一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて、入浴を楽しめるように支援して
いる

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援
　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かした
役割、楽しみごと、気晴らしの支援をして
いる

57

59
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
一人ひとりの希望や能力に応じて、お金を所持したり、
使えたり出来るよう支援している。また、ホームの金庫
でお金を預かって、必要な時に必要な金額を、本人に渡
すようにしているケースもある。

(自己評価)
外出支援プロジェクトを通し、外出チェック表にて、外
出ができているかどうかの確認を行いながら、本人の希
望を尊重した上で、ほぼ毎日、散歩や公園に行ったり、
玄関で日向ぼっこをしたりするなど、日常的に外出が出
来る支援を行っている。

(外部評価)
ホーム全体で行う外出は、『全利用者が行ける』ことを
基本として企画している。冬でも玄関先のベンチを利用
するなどして、少しでも外気にふれるよう支援してい
る。ホーム周辺は車の往来が少なく、散歩コースも多
い。外食を楽しむこともある。

(自己評価)
外出には車椅子が必要な利用者さんが多くいるため、一
度に全員でのお出かけは困難であるが、車で何往復もし
ながら、ドライブを楽しんだりしている。また、ご家族
と一緒の外出時には、着替えや薬などの準備を行い、協
力している。

(自己評価)
電話や手紙は自由に出来るように支援している。自分で
電話が掛けられない方も、職員が取り次ぐなどして、必
要な支援を行っている。

(自己評価)
ご家族や馴染みの方がいつでも自由に訪問していただけ
るようにしている。また、家族支援プロジェクトを通
し、面会の際、居心地良くすごしていただき、また来よ
うかなという気持ちになれるよう、対応を工夫してい
る。

0
ホームでの金銭管理を希望される場合は、金銭管理規定
に基づいて、適切に行っている。

○普段行けない場所への外出支援
　一人ひとりが行ってみたい普段は行けな
いところに、個別あるいは他の利用者や家
族とともに出かけられる機会をつくり、支
援している

0

0 0

0 0

○家族や馴染みの人の訪問支援
　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人
たちが、いつでも気軽に訪問でき、居心地
よく過ごせるよう工夫している

0

0

63

○電話や手紙の支援
　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

0 0

62

064

○日常的な外出支援
　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひと
りのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援している

○お金の所持や使うことの支援
　職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使えるように支
援している

61

60

25
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
基本的には、身体拘束をしなくてすむケアに取り組んで
いる。また、職員みんなが閲覧出来る場所に、具体的な
身体拘束禁止事例を書いた用紙を置いている。

(自己評価)
玄関・居室ともに、日中は、鍵は掛けていない。また、
リビングに職員が誰もいなくなることを防ぐため、職員
間の声掛けを徹底し、リビングを離れる時は、他の職員
に変わってもらうなどの方法で、必ず職員一人はリビン
グにいて、事故や行方不明者などが出ないよう努力して
いる。

(外部評価)
運営者及びすべての職員が、鍵をかけないケアの意義を
理解しており、日中鍵はかけていない。

(自己評価)
一人で外出し、行方不明になる可能性も無いとは言えな
いが、現在は、職員による見守りにて、対応出来てい
る。また、建物の構造上、利用者さんの様子や所在を確
認しやすい構造になっており、安全に配慮出来ている。

(自己評価)
利用者さん一人ひとりの状態や希望に応じて、危険を防
ぐ取り組みを行っている。また、ヒヤリハット事例は、
必ず報告書にまとめ、他のユニットも含めて、全員の職
員が閲覧し、情報を共有する中で、事故に至るケースを
未然に防ぐ努力をしている。

(自己評価)
一人ひとりの状態に応じた事故防止に取り組んでいる。
また、事故事例も必ず報告書にまとめ、同じような事故
を二度と起こさないための取り組みを行っている。

66

67

65

○身体拘束をしないケアの実践
　運営者及び全ての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

0 0

0

0

0

0

69 0 0

○事故防止のための取り組み
　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を
防ぐための知識を学び、一人ひとりの状態
に応じた事故防止に取り組んでいる

○注意の必要な物品の保管・管理
　注意の必要な物品を一律になくすのでは
なく、一人ひとりの状態に応じて、危険を
防ぐ取り組みをしている

○利用者の安全確認
　職員は本人のプライバシーに配慮しなが
ら、昼夜通して利用者の所在や様子を把握
し、安全に配慮している

○鍵をかけないケアの実践
　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄
関に鍵をかけることの弊害を理解してお
り、鍵をかけないケアに取り組んでいる

0

26

（４）安心と安全を支える支援

0

0

068
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
急変時や事故発生の対応について周知徹底しているが、
実際にはどんな事態が起こるかわからないため、全ての
職員が状況に合わせた適切な対応が出来るとは言えな
い。今年は、救命救急普通講習（3時間講習）を、町内
会の協力を得て行うことが出来、6名の職員が受講出来
た。

(自己評価)
一昨年から、町内自主防災会主催の防災訓練に、ホーム
も共催させていただいている。近隣の住民の方が、ホー
ムの避難訓練に参加していただくなど、協力体制が築け
ている。

(外部評価)
『安全はすべての業務に優先する』というスローガンを
掲げている。防災訓練は年２回行っており、近隣住民が
ホーム内の利用者を避難させる訓練も実施した。ホーム
内研修でも２か月に１度は緊急時対応の訓練をしてい
る。職員は、頭で考えなくても体が行動できるまで学習
したいと意欲的である。

(自己評価)
ご家族さんへは、自由と安全に関するホームの考えをま
とめたものを配布したり、面会時にその件について説明
をさせていただいたりして、起こりうるリスクに対し
て、ご家族さんの理解と協力をお願いしている。

(自己評価)
朝のバイタルチェック時や、看護部による健康チェック
を通して、いつもと違う変化に早く気づき、早期発見・
早期治療に結び付けている。必要に応じて、往診や病院
受診などの支援も合わせて行っている。

(自己評価)
服薬説明書を、いつでも職員さんが確認出来るようにし
ている。また、医師や薬剤師からの指示を、病院受診・
往診申し送りノートにより、周知徹底をしている。ま
た、薬が変わった場合や体調不調時など、様子観察が必
要な時期については、個別の記録用紙に記録し、職員全
員が把握出来るようにしている。

70

0
安全に十分に配慮した上で、自由に生活して頂けるよう
配慮している。

※
全ての職員が状況に合わせた適切な対応が出来るよう
に、ＡＥＤ・救命救急訓練を定期的に実施している。

0 0

0 0

073

○体調変化の早期発見と対応
　一人ひとりの体調の変化や異変の発見に
努め、気付いた際には速やかに情報を共有
し、対応に結び付けている

0

074

○服薬支援
　職員は、一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確認に
努めている

○急変や事故発生時の備え
　利用者の急変や事故発生時に備え、全て
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

○リスク対応に関する家族等との話し合い
　一人ひとりに起こり得るリスクについて
家族等に説明し、抑圧感のない暮らしを大
切にした対応策を話し合っている

○災害対策
　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を身につ
け、日ごろより地域の人々の協力を得られ
るよう働きかけている

71 27

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

72

0
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
排泄チェック表にて、便秘の有無を確認するようにして
いる。水分摂取や牛乳を飲んでいただくなど、便秘予防
のための工夫をしている。それでも排便が無い場合は、
服薬にて対応している。また医師の指示により、浣腸を
行うケースもある。

(自己評価)
朝・夕の食事後は、歯磨きやうがい、入歯の手入れをし
ていただくよう、声かけなどの支援を行っている。ま
た、磨き残しや、自分で入歯の手入れが出来ない方は、
必要に応じて介助している。

(自己評価)
入居者さん一人ひとりの、一日の食事量は、日誌に記録
して、食事が取れているかどうか把握出来るようにして
いる。また水分摂取が少ない方はケアプランにて、必要
な水分摂取が出来るよう支援している。病状によって
は、水分摂取の記録が必要なケースもあるが、個別に対
応出来ている。

(外部評価)
看護師である職員が、毎朝の健康チェックや血液検査の
データ、日頃の利用者の生活や既往症を考慮し、塩分、
水分、カロリー摂取量等に気をつけている。情報は職員
間で共有し、介護内容を統一している。

(自己評価)
感染症対応マニュアルを職員に配布すると共に、職員が
いつでも閲覧することが出来るようにしている。また、
職員の出勤時や、外出から帰宅した入居者さんの、うが
いや手洗いを徹底すると共に、手摺や車椅子の消毒な
ど、感染症予防のための日常的な衛生管理に努めてい
る。

(自己評価)
感染症対応マニュアルにも記載しているが、調理器具な
どの消毒を徹底している。また、安全で新鮮な食材の購
入と管理に努めている。

76

○口腔内の清潔保持
　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた
支援をしている

0

0

75 0

0

0 栄養バランスの良い食事作りに取り組んでいる。

78

○感染症予防
　感染症に対する予防や対応の取り決めが
あり、実行している（インフルエンザ、疥
癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

0

0

0 0

0

079

○食材の管理
　食中毒の予防のために、生活の場として
の台所、調理用具等の衛生管理を行い、新
鮮で安全な食材の使用と管理に努めている

77

○便秘の予防と対応
　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、予防と対応のための飲食物の工夫や身
体を動かす働きかけ等に取り組んでいる

○栄養摂取や水分確保の支援
　食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

28
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
植木や花を、玄関や建物回りに植えている。また、玄関
にベンチを設置し、ゆったり、くつろぎながら、日向
ぼっこや井戸端会議が出来るようにしている。

(自己評価)
リビングの椅子やソファーなどで、利用者さんが各々好
きな場所で、居心地良く過ごせるよう配慮している。ま
たホームの周りに大きな建物が無く、特に2Ｆは見晴ら
しも良く、景色を含めた環境が、すごく良いため、利用
者さんも落ち着いて生活が出来ている。

(外部評価)
駐車場、玄関、ベンチ、ゴミ箱など、建物周辺は掃除が
行き届いている。リビングは大きな窓から日が射し、田
園風景が眺められ開放感がある。利用者と職員が作った
クリスマスの壁飾りが、楽しい雰囲気と季節感を出して
いる。

(自己評価)
利用者さんの希望や、人間関係などにより、いつも座る
場所を決めている。時には席換えも必要なケースもある
が、トラブルにならないように考慮している。

(自己評価)
居室にはエアコン・カーテン・介護用電動ベッド・整理
ダンス・洋服ダンスと、大きなものはホームで用意した
ものを使ってもらっている。その他馴染みの物の持ち込
みは、制限していないので、本人やご家族の希望によ
り、自由に持ち込んでいただいている。

(外部評価)
ベッド、整理ダンス、エアコン、カーテンは備え付けて
あり、利用者と家族は写真、手作り作品、趣味の小物な
どを自由に持ち込んで、居心地のよい居室を作ってい
る。

0

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

80

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫
　利用者や家族、近隣の人等にとって親し
みやすく、安心して出入りができるよう
に、玄関や建物周囲の工夫をしている

0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

82

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
　共用空間の中には、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

30

○居心地のよい共用空間づくり
　共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、
食堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとっ
て不快な音や光がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

81 29

83

○居心地よく過ごせる居室の配慮
　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
適時、必要に応じて換気を行っている。また空調など温
度管理をまめに行い、適温で過ごすことができるよう配
慮している。また入浴時も、温風器を浴室・脱衣所とも
に設置しており、温度差の変化が少なくなるようにして
いる。

(自己評価)
バリアフリーの環境で、快適かつ安全に生活が出来るよ
うに環境を整えている。また、トイレや浴室、廊下など
に手摺を設置して、安全かつ自立した生活が送れるよう
に工夫している。

(自己評価)
出来るだけ環境を変えないですむ工夫をしているが、や
むを得ず居室の模様替えなどを行った時は、転倒などの
事故を未然に防ぐために、こまめに見守りや安全のため
の声かけを行うなど、工夫して対応している。

(自己評価)
畑に野菜を植えて、水やりや収穫などを楽しめるように
している。また、ベランダの物干しに洗濯物を干す時
も、自分で出来る利用者さんには、自分で干していただ
くようにしている。

(注)

87
○建物の外周りや空間の活用
　建物の外周りやべランダを利用者が楽し
んだり、活動できるように活かしている

0

86

○わかる力を活かした環境づくり
　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱
や失敗を防ぎ、自立して暮らせるように工
夫している

0 0

0 0

○身体機能を活かした安全な環境づくり
　建物内部は一人ひとりの身体機能を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

0

0

１　　　　　　部分は自己評価と外部評価の共通評価項目。

0

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

84

○換気・空調の配慮
　気になるにおいや空気のよどみがないよ
う換気に努め、温度調節は、外気温と大き
な差がないよう配慮し、利用者の状況に応
じてこまめに行っている

85

２　全ての自己評価又は外部評価の項目に関し、具体的に記入すること。
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① ほぼ全ての利用者の
2 利用者の２/３くらいの
3 利用者の１/３くらいの
4 ほとんど掴んでいない
① 毎日ある
2 数日に１回程度ある
3 たまにある
4 ほとんどない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
③ 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての家族と
2 家族の２/３くらいと
3 家族の１/３くらいと
4 ほとんどできていない
1 ほぼ毎日のように
2 数日に1回程度
③ たまに
4 ほとんどない

地域との交流を積極的に行っているが、対象となる人があまりいない。しか
し、公園に散歩に行くと、近所の方が気軽に話しかけてくれる関係が築けて
いる。

89

96
通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている

(自己
 評価)

(自己
 評価)

ホームとして、出来るだけの支援と柔軟な対応を行っている。

95
職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている

(自己
 評価)

ご家族さんには、毎月家族通信などを通して、利用者さんのホームでの様子
や出来事など、積極的に情報を提供している。また苦情などにも、素早く誠
意を持って対応しているため、信頼関係は築けていると思っている。

利用者は、その時々の状況や要望に応じ
た柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる

買い物希望の利用者さんを、一緒に行きたい利用者さんも誘って、時々近く
のスーパーに買い物に行っている。

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ご
す場面がある

(自己
 評価)

(自己
 評価)

業務に追われて余裕の無い時が多いことも事実だが、日中は、散歩時に、ま
た夕食後から就寝時間までの間や、夜間トイレに出て来られた時など、ゆっ
くりとお話が出来る時間もある。

(自己
 評価)

判断した具体的根拠

基本的に、生活の主体者である利用者さんの、希望や意向に沿った支援を心
掛けている。また、ケア・カンファレンスなどを通し、職員全員で意見を出
し合い、職員の対応などケアの方針の取り決めや、ケアプランの見直しを
行っている。

職員の声かけや対応により、拒否されたり、不機嫌になったりする時もあ
る。また他の利用者さんとのトラブルにより、険悪な雰囲気になったりする
こともあるが、普段は職員による自立支援のケアにより、生き生きと生活さ
れている。

ホームでは、他人に迷惑を掛けない範囲は、自由にしていただくということ
が方針であるため、各々が自分のペースで自由に生活されている。

(自己
 評価)

Ⅴ．サービスの成果に関する項目

項　　目

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

取　り　組　み　の　成　果
（該当する箇所を○印で囲むこと）

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らし
ている

91
利用者は、職員が支援することで生き生
きした表情や姿がみられている

92

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で
不安なく過ごせている

(自己
 評価)

協力病院が6ヶ所あり、それぞれ主治医が往診や受診などの対応をしていただいてお
り、病院受診に際しても、早期に対応するため、不安なく過ごせている。また、看護
部による健康チェックを実施しており、いつもと違う変化を見落とさないよう対応し
ており、病気の早期発見・早期治療に取り組めている。

94

利用者は、戸外の行きたいところへ出か
けている

(自己
 評価)
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愛媛県　優輝 平成２１年１月２１日

判断した具体的根拠項　　目
取　り　組　み　の　成　果

（該当する箇所を○印で囲むこと）

1 大いに増えている
② 少しずつ増えている
3 あまり増えていない
4 全くいない
① ほぼ全ての職員が
2 職員の２/３くらいが
3 職員の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての家族等が
2 家族等の２/３くらいが
3 家族等の１/３くらいが
4 ほとんどできていない

利用者さんの性格にもよるが、ここでの生活にほぼ満足していただけていると思う。
また、今まで一人で気楽に生活していた方々が、少人数ながら集団で生活するのだか
ら、自分の思うとおりには行かないことも多々あると思う。しかし、客観的に見て、
ここでの暮らしは快適であり、何不自由ない生活が出来ていると思う。

◎良質な介護を提供し続けることを会社の目的としている。◎利用者さん・ご家族さん及び職員さんにとって、このホームが 良の場所となるよう、会社として全力で取り組
んでいる。◎ご家族さんには、毎月欠かさず【家族通信ほのぼの】を送付し、利用者さんのホームでの暮らしぶりを、ありのままに報告させていただいている。また、【優輝
新聞虹の架け橋】を通して、会社での取り組みや職員の人柄や考えが分るものを情報提供し、ケアの品質保証に力を入れている。◎【地域コミュニティー新聞】や【まもるく
んの家の登録】など、地域交流にも力を入れており、地域のために貢献出来るホームを目指している。◎利用者さんの【自分で出来る・自分で選べる】という自立支援のケア
に取り組んでいる。◎備品なども、利用者さんが快適に生活していけるよう気持ちを込めて購入している。◎作業療法士による個別のリハビリなど、外部の有料サービスも積
極的に取り入れ、利用者さんの心と身体の健康の向上に力を入れている。◎職員さんの各種研修への参加についても、研修費を会社負担とするなど、資質向上に役立つものに
積極的に協力している。◎【まごころ文庫】を事務所に設置し、認知症やグループホームのケアについて、自己研鑽出来るよう、役に立つ書籍などを会社で購入し、職員さん
に無償で貸し出ししている。◎問題が起こった際、素早い対応が出来るよう心掛けている。すぐに改善できることは、すぐ取り組むようにしている。◎職員さんの評価を適切
に行うため、半年に1回の自己評価を元に、公平公正な評価となるよう体制を整えている。◎何かあった時は、みんなが納得できるよう話し合いを行っている。◎グルプホーム
を取り巻く環境についての情報などを、いち早く職員さんに届ける努力をしている。◎職員さんの希望に応じた勤務体制を取っている（希望休日の確保など）。◎自己満足に
ならないように管理者自ら、県のグループホーム連絡協議会に所属し、愛媛県のグループホーム全体のお役に立てる活動を行っている。◎災害時の対策として避難訓練や防火
訓練、また緊急時の対応として救急救命訓練などに力を入れると共に、警備保障会社との契約やＡＥＤの設置、非常階段の設置など周辺環境の整備にも積極的に取り組んでい
る。◎職員さんの自主性や前向きな気持ちを大切にしている。スピン・オフ・プロジェクトなどを通し、職員さんもホームの運営に参加できる体制整えており、人材育成にも
力を入れている。◎情報開示にも力を入れており、ホームページやブログなどを通し、積極的にホームの良さを理解していただく活動を行っている。◎利用者さんの健康管理
に力を入れており、いつもと違う変化を見逃さず、病気の早期発見・早期治療に積極取り組んでいる。

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

(自己
 評価)

確認することは難しいが、面会時の会話や表情などで、概ね満足していただ
けていると思う。

98 職員は、活き活きと働けている
(自己
 評価)

99
職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う

(自己
 評価)

97

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりが拡がったり深ま
り、事業所の理解者や応援者が増えてい
る

(自己
 評価)

運営推進会議などの場を通して、お互いのニーズにあった交流を行うことが
出来ており、地域の方の理解も徐々に広がってきている。

職員さんが気持ちよく仕事が出来る環境の構築に力を入れており、仕事なので楽しい
ことばかりではないが、お互いに信頼し、協力し合いながら、仕事が出来ている。ま
た 近、それぞれの事情で、２名の職員さんがほぼ同じ時期に退職になり、新しい職
員さんと入れ替わったが、徐々に落ち着いて来ている。

(自己評価)
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